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石 川 県 公 益 認 定 等 審 議 会 条 例 （ 平 成 二 十 年 石 川 県 条 例 第 二 十 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 三 条 第 一 項 中 「 公 益 法 人 」 の 下 に 「 若 し く は 公 益 信 託 （ 公 益 信 託 に 関 す る 法 律 （ 令 和 六 年 法 律

第 三 十 号 ） 第 二 条 第 一 項 第 一 号 に 規 定 す る 公 益 信 託 を い う 。 ） 」 を 加 え る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 令 和 八 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

公 益 信 託 に 関 す る 法 律 の 施 行 に 伴 い 、 関 係 規 定 を 整 備 す る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提

出 す る 理 由 で あ る 。

議 案 第 二 十 二 号

石 川 県 公 益 認 定 等 審 議 会 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 に つ い て

石 川 県 公 益 認 定 等 審 議 会 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 制 定 す る 。

令 和 八 年 一 月 二 十 六 日 提 出

石 川 県 知 事 馳 浩

石 川 県 公 益 認 定 等 審 議 会 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例
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（ 一 般 職 の 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 一 般 職 の 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 二 年 石 川 県 条 例 第 三 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ う

に 改 正 す る 。

第 二 条 第 一 項 中 「 初 任 給 調 整 手 当 」 の 下 に 「 （ 第 一 種 初 任 給 調 整 手 当 及 び 第 二 種 初 任 給 調 整 手

当 を い う 。 第 十 六 条 に お い て 同 じ 。 ） 」 を 加 え る 。

第 八 条 の 二 の 見 出 し を 削 り 、 同 条 の 前 に 見 出 し と し て 「 （ 初 任 給 調 整 手 当 ） 」 を 付 し 、 同 条 第 一

項 中 「 初 任 給 調 整 手 当 は 、 」 を 削 り 、 「 に 対 し 」 を 「 に は 」 に 改 め 、 「 減 じ て 」 の 下 に 「 、 第 一 種 初

任 給 調 整 手 当 と し て 」 を 加 え 、 同 条 第 二 項 及 び 第 三 項 中 「 初 任 給 調 整 手 当 」 を 「 第 一 種 初 任 給 調

整 手 当 」 に 改 め 、 同 条 の 次 に 次 の 一 条 を 加 え る 。

第 八 条 の 三 新 た に 採 用 さ れ た 職 員 で あ つ て 、 採 用 の 日 に お い て 、 当 該 職 員 に 適 用 さ れ る 給 料 表

の 給 料 月 額 の う ち 第 四 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 当 該 職 員 の 属 す る 職 務 の 級 並 び に 同 条 第 三 項 、 第

四 項 、 第 七 項 及 び 第 八 項 の 規 定 に よ り 当 該 職 員 の 受 け る 号 給 に 応 じ た 額 （ 定 年 前 再 任 用 短 時 間

勤 務 職 員 そ の 他 の 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 職 員 に あ つ て は 、 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 額 ） 並 び

に こ れ に 第 十 条 の 二 の 規 定 に よ る 地 域 手 当 の 支 給 割 合 を 乗 じ て 得 た 額 の 合 計 額 （ そ の 額 に 一 円

未 満 の 端 数 が あ る と き は 、 こ れ を 切 り 捨 て た 額 ） に 十 二 を 乗 じ 、 そ の 額 を 職 員 の 勤 務 時 間 条 例

第 二 条 第 一 項 又 は 学 校 職 員 の 勤 務 時 間 条 例 第 三 条 第 一 項 に 規 定 す る 勤 務 時 間 に 五 十 二 を 乗 じ た

も の で 除 し て 得 た 額 （ そ の 額 に 五 十 銭 未 満 の 端 数 を 生 じ た と き は こ れ を 切 り 捨 て 、 五 十 銭 以 上

一 円 未 満 の 端 数 を 生 じ た と き は こ れ を 一 円 に 切 り 上 げ た 額 ） （ 次 項 に お い て 「 特 定 額 」 と い う 。 ）

が 、 そ の 在 勤 す る 地 域 に お け る 民 間 の 賃 金 の 最 低 基 準 を 考 慮 し て 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 額 （ 次

項 に お い て 「 基 準 額 」 と い う 。 ） を 下 回 る も の に は 、 採 用 の 日 か ら 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 日

ま で の 間 、 第 二 種 初 任 給 調 整 手 当 を 支 給 す る 。

２ 第 二 種 初 任 給 調 整 手 当 の 月 額 は 、 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 基 準 額 と 特 定 額 と の

差 額 を 月 額 に 換 算 し た 額 と す る 。

３ 第 一 項 の 規 定 の 適 用 を 受 け る 職 員 以 外 の 職 員 で 、 同 項 の 規 定 に よ り 第 二 種 初 任 給 調 整 手 当 を

議 案 第 二 十 四 号

一 般 職 の 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 に つ い て

一 般 職 の 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 制 定 す る 。

令 和 八 年 一 月 二 十 六 日 提 出

石 川 県 知 事 馳 浩

一 般 職 の 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例
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支 給 さ れ る 職 員 と の 権 衡 上 必 要 が あ る と 認 め ら れ る も の と し て 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る も の に

は 、 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 前 二 項 の 規 定 に 準 じ て 、 第 二 種 初 任 給 調 整 手 当 を

支 給 す る 。

４ 前 三 項 に 規 定 す る も の の ほ か 、 第 二 種 初 任 給 調 整 手 当 の 支 給 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 人 事 委 員

会 規 則 で 定 め る 。

第 十 一 条 の 三 第 二 項 中 「 職 員 以 外 の 地 方 公 務 員 、 国 家 公 務 員 又 は そ の 業 務 が 県 の 事 務 若 し く は

事 業 と 密 接 な 関 連 を 有 す る 法 人 の う ち 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る も の に 使 用 さ れ る 者 で あ つ た 者 か

ら 引 き 続 き 」 を 「 新 た に 」 に 改 め 、 「 （ 任 用 の 事 情 等 を 考 慮 し て 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 職 員 に 限

る 。 ） 」 を 削 る 。

第 二 十 二 条 の 六 第 二 項 第 一 号 中 「 第 五 項 」 を 「 第 六 項 」 に 改 め 、 同 項 第 二 号 中 「 別 表 第 八 に 」

を 「 七 万 九 千 九 百 円 を 超 え な い 範 囲 内 で 自 動 車 等 の 使 用 距 離 の 区 分 に 応 じ て 人 事 委 員 会 規 則 で 」

に 改 め 、 同 条 第 三 項 中 「 第 五 項 」 を 「 第 六 項 」 に 改 め 、 同 条 第 九 項 を 同 条 第 十 項 と し 、 同 条 第 八

項 中 「 自 動 車 等 」 の 下 に 「 及 び 駐 車 場 等 」 を 加 え 、 同 項 を 同 条 第 九 項 と し 、 同 条 第 七 項 を 同 条 第

八 項 と し 、 同 条 第 六 項 中 「 月 」 の 下 に 「 （ 当 該 月 に 通 勤 手 当 を 支 給 す る こ と が 困 難 な 場 合 と し て

人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 場 合 に あ つ て は 、 そ の 翌 月 ） 」 を 加 え 、 同 項 を 同 条 第 七 項 と し 、 同 条 第

五 項 中 「 及 び 」 を 「 、 」 に 、 「 ） の 」 を 「 ） 及 び 前 項 第 一 号 に 定 め る 額 の 」 に 、 「 前 三 項 」 を 「 第

二 項 か ら 前 項 ま で 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 六 項 と し 、 同 条 第 四 項 の 次 に 次 の 一 項 を 加 え る 。

５ 第 一 項 第 二 号 又 は 第 三 号 に 掲 げ る 職 員 で 、 自 動 車 等 の 駐 車 の た め の 施 設 （ そ の 所 在 地 及 び 利

用 形 態 が 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 要 件 を 満 た す も の に 限 る 。 第 一 号 及 び 第 九 項 に お い て 「 駐 車

場 等 」 と い う 。 ） を 利 用 し 、 そ の 料 金 を 負 担 す る こ と を 常 例 と す る も の （ 人 事 委 員 会 規 則 で 定

め る 職 員 を 除 く 。 ） の 通 勤 手 当 の 額 は 、 前 三 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 通 勤 手

当 の 区 分 に 応 じ 、 当 該 各 号 に 定 め る 額 と す る 。

一 駐 車 場 等 に 係 る 通 勤 手 当 支 給 単 位 期 間 に つ き 、 五 千 円 を 超 え な い 範 囲 内 で 一 箇 月 当 た り

の 駐 車 場 等 の 料 金 に 相 当 す る 額 と し て 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 額

二 前 号 に 掲 げ る 通 勤 手 当 以 外 の 通 勤 手 当 前 三 項 の 規 定 に よ る 額

第 二 十 五 条 の 二 第 一 項 中 「 給 料 」 の 下 に 「 、 初 任 給 調 整 手 当 （ 第 二 種 初 任 給 調 整 手 当 に 限 る 。 ） 」

を 加 え る 。

別 表 第 八 を 削 る 。

（ 石 川 県 職 員 等 の 修 学 部 分 休 業 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 石 川 県 職 員 等 の 修 学 部 分 休 業 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 七 年 石 川 県 条 例 第 七 号 ） の 一 部 を 次

の よ う に 改 正 す る 。

第 十 八 条 第 一 項 中 「 初 任 給 調 整 手 当 」 の 下 に 「 （ 第 一 種 初 任 給 調 整 手 当 及 び 第 二 種 初 任 給 調 整

手 当 を い う 。 ） 」 を 加 え る 。

（ 石 川 県 会 計 年 度 任 用 職 員 の 報 酬 等 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）
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第 三 条 石 川 県 会 計 年 度 任 用 職 員 の 報 酬 等 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 （ 令 和 元 年 石 川 県 条 例 第 十 三

号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 第 三 項 中 「 初 任 給 調 整 手 当 」 の 下 に 「 （ 第 一 種 初 任 給 調 整 手 当 に 限 る 。 第 五 条 第 一 項 に

お い て 同 じ 。 ） 」 を 加 え る 。

（ 石 川 県 企 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 四 条 石 川 県 企 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 二 年 石 川 県 条 例 第 四 号 ） の

一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 第 三 項 中 「 初 任 給 調 整 手 当 」 の 下 に 「 （ 第 一 種 初 任 給 調 整 手 当 及 び 第 二 種 初 任 給 調 整 手

当 を い う 。 ） 」 を 加 え る 。

第 五 条 中 「 初 任 給 調 整 手 当 」 を 「 第 一 種 初 任 給 調 整 手 当 」 に 、 「 採 用 さ れ る 」 を 「 採 用 さ れ た 」

に 改 め 、 同 条 に 次 の 一 項 を 加 え る 。

２ 第 二 種 初 任 給 調 整 手 当 は 、 新 た に 採 用 さ れ た 職 員 で あ つ て 、 採 用 の 日 に お い て 当 該 職 員 に 適

用 さ れ る 給 料 表 の 給 料 月 額 及 び 地 域 手 当 の 月 額 の 合 計 額 が 、 そ の 在 勤 す る 地 域 に お け る 民 間 の

賃 金 の 最 低 基 準 を 下 回 る も の と し て 企 業 管 理 規 程 で 定 め る も の に 対 し て 支 給 す る 。

（ 石 川 県 職 員 の 定 年 等 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 等 の 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 五 条 石 川 県 職 員 の 定 年 等 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 等 の 条 例 （ 令 和 四 年 石 川 県 条 例 第 二

十 八 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

附 則 第 十 三 条 第 一 項 中 「 第 五 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 」 及 び 「 （ 以 下 こ の 条 に お い て 「 新 特 殊

勤 務 手 当 条 例 」 と い う 。 ） 」 を 削 り 、 「 新 特 殊 勤 務 手 当 条 例 の 」 を 「 同 条 例 の 」 に 改 め 、 同 条 第 二

項 中 「 第 六 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 」 及 び 「 （ 以 下 「 新 給 与 条 例 」 と い う 。 ） 」 を 削 る 。

附 則 第 十 四 条 第 一 項 中 「 新 給 与 条 例 」 を 「 一 般 職 の 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 」 に 改 め 、 同 条 第

二 項 中 「 が 新 給 与 条 例 」 を 「 が 一 般 職 の 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 」 に 、 「 適 用 さ れ る 新 給 与 条 例 」

を 「 適 用 さ れ る 同 条 例 」 に 、 「 、 新 給 与 条 例 」 を 「 、 同 条 例 」 に 改 め 、 同 条 第 四 項 中 「 適 用 さ れ

る 新 給 与 条 例 」 を 「 適 用 さ れ る 一 般 職 の 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 」 に 、 「 、 新 給 与 条 例 」 を 「 、

同 条 例 」 に 改 め 、 同 条 第 五 項 中 「 新 給 与 条 例 」 を 「 一 般 職 の 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 」 に 改 め 、

同 条 第 六 項 中 「 新 給 与 条 例 」 を 「 一 般 職 の 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 第 八 条 の 三 第 一 項 、 」 に 改 め 、

同 条 第 七 項 中 「 新 給 与 条 例 」 を 「 一 般 職 の 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 」 に 改 め 、 同 条 第 八 項 中 「 、

第 五 項 、 第 七 項 、 第 九 項 」 及 び 「 並 び に 新 給 与 条 例 第 四 条 第 四 項 、 第 六 項 及 び 第 八 項 」 を 削 る 。

附 則 第 二 十 二 条 中 「 新 給 与 条 例 」 を 「 一 般 職 の 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 」 に 改 め る 。

附 則

（ 施 行 期 日 等 ）

１ こ の 条 例 は 、 令 和 八 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 一 条 中 一 般 職 の 職 員 の 給 与 に 関 す る

条 例 （ 以 下 「 給 与 条 例 」 と い う 。 ） 第 十 一 条 の 三 第 二 項 の 改 正 規 定 並 び に 次 項 及 び 附 則 第 四 項 か

ら 第 七 項 ま で の 規 定 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。
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２ 第 一 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 給 与 条 例 （ 以 下 「 改 正 後 の 給 与 条 例 」 と い う 。 ） 第 十 一 条 の 三 第

二 項 の 規 定 は 、 令 和 七 年 四 月 一 日 か ら 適 用 す る 。

（ 第 二 種 初 任 給 調 整 手 当 に 関 す る 経 過 措 置 ）

３ こ の 条 例 の 施 行 の 日 か ら 令 和 十 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 に お け る 改 正 後 の 給 与 条 例 第 八 条 の 三

第 一 項 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同 項 中 「 第 十 条 の 二 」 と あ る の は 、 「 一 般 職 の 職 員 の 給 与 に 関

す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 （ 令 和 七 年 石 川 県 条 例 第 三 号 ） 附 則 第 五 条 第 一 項 」 と す る 。

（ 特 地 勤 務 手 当 に 準 ず る 手 当 に 関 す る 経 過 措 置 ）

４ 改 正 後 の 給 与 条 例 第 十 一 条 の 三 第 二 項 の 規 定 は 、 令 和 四 年 四 月 二 日 か ら 令 和 七 年 三 月 三 十 一 日

ま で の 間 に 新 た に 給 料 表 の 適 用 を 受 け る 職 員 と な っ て 、 給 与 条 例 第 十 一 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る

特 地 公 署 又 は 給 与 条 例 第 十 一 条 の 三 第 一 項 に 規 定 す る 準 特 地 公 署 に 在 勤 す る こ と と な っ た こ と に

伴 っ て 住 居 を 移 転 し た 職 員 （ 地 方 公 務 員 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 六 十 一 号 ） 第 二 十 二 条 の 四

第 一 項 又 は 第 二 十 二 条 の 五 第 一 項 の 規 定 に よ り 採 用 さ れ た 職 員 及 び 暫 定 再 任 用 職 員 （ 地 方 公 務 員

法 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 令 和 三 年 法 律 第 六 十 三 号 ） 附 則 第 四 条 第 一 項 若 し く は 第 二 項 （ こ れ ら

の 規 定 を 同 法 附 則 第 九 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 、 第 五 条 第 一 項 若

し く は 第 三 項 、 第 六 条 第 一 項 若 し く は 第 二 項 （ こ れ ら の 規 定 を 同 法 附 則 第 九 条 第 二 項 の 規 定 に よ

り 読 み 替 え て 適 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 又 は 第 七 条 第 一 項 若 し く は 第 三 項 の 規 定 に よ り 採 用 さ れ た

職 員 を い う 。 ） を 除 く 。 ） そ の 他 当 該 職 員 と の 権 衡 上 必 要 が あ る と 認 め ら れ る も の と し て 人 事 委 員

会 規 則 で 定 め る 職 員 に も 適 用 す る 。

（ 給 与 の 内 払 ）

５ 改 正 後 の 給 与 条 例 第 十 一 条 の 三 第 二 項 の 規 定 を 適 用 す る 場 合 に は 、 第 一 条 の 規 定 に よ る 改 正 前

の 給 与 条 例 第 十 一 条 の 三 第 二 項 の 規 定 に 基 づ い て 支 給 さ れ た 給 与 は 、 改 正 後 の 給 与 条 例 第 十 一 条

の 三 第 二 項 の 規 定 に よ る 給 与 の 内 払 と み な す 。

（ 会 計 年 度 任 用 職 員 の 手 当 に 関 す る 特 例 ）

６ 石 川 県 会 計 年 度 任 用 職 員 の 報 酬 等 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 第 五 条 第 一 項 の 第 二 号 会 計 年 度 任

用 職 員 （ 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 者 に 限 る 。 ） に 同 条 第 七 項 の 規 定 に よ り そ の 例 に よ る こ と と さ

れ る 改 正 後 の 給 与 条 例 第 十 一 条 の 三 第 二 項 の 規 定 に よ る 手 当 を 支 給 す る 場 合 に お け る 附 則 第 二 項

の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同 項 中 「 令 和 七 年 四 月 一 日 」 と あ る の は 、 「 令 和 七 年 十 二 月 一 日 」 と

す る 。

（ 人 事 委 員 会 規 則 へ の 委 任 ）

７ 附 則 第 三 項 か ら 前 項 ま で に 定 め る も の の ほ か 、 こ の 条 例 の 施 行 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 人 事 委 員

会 規 則 で 定 め る 。

提 案 理 由

石 川 県 人 事 委 員 会 の 令 和 七 年 十 月 十 七 日 付 け 勧 告 等 に 鑑 み 、 一 般 職 の 職 員 の 第 二 種 初 任 給 調 整 手
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当 の 新 設 及 び 駐 車 場 等 を 利 用 す る 職 員 へ の 駐 車 場 等 に 係 る 通 勤 手 当 の 支 給 を 行 う 等 の 必 要 が あ る 。

こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。 議
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石 川 県 監 査 委 員 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 九 年 石 川 県 条 例 第 十 六 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 四 条 を 削 り 、 第 五 条 を 第 四 条 と し 、 第 六 条 を 第 五 条 と す る 。

附 則

（ 施 行 期 日 ）

１ こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

（ 経 過 措 置 ）

２ 改 正 後 の 石 川 県 監 査 委 員 に 関 す る 条 例 の 規 定 は 、 こ の 条 例 の 施 行 の 日 前 に お け る 委 員 の 選 任 又

は 異 動 で あ っ て 、 こ の 条 例 の 施 行 の 際 改 正 前 の 第 四 条 の 規 定 に よ る 告 示 が さ れ て い な い も の に つ

い て も 適 用 す る 。

提 案 理 由

現 在 の 社 会 情 勢 等 に 鑑 み 、 監 査 委 員 の 住 所 及 び 氏 名 の 告 示 に 係 る 規 定 を 削 除 す る 必 要 が あ る 。 こ

れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

議 案 第 二 十 五 号

石 川 県 監 査 委 員 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 に つ い て

石 川 県 監 査 委 員 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 制 定 す る 。

令 和 八 年 一 月 二 十 六 日 提 出

石 川 県 知 事 馳 浩

石 川 県 監 査 委 員 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例
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石 川 県 手 数 料 条 例 （ 平 成 十 二 年 石 川 県 条 例 第 七 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 二 十 六 の 項 ７３ 中 「 第 百 三 十 七 条 の 十 二 第 六 項 」 を 「 第 百 三 十 七 条 の 十 二 第 十 一 項 」 に 改 め 、

同 項 ７４ 中 「 第 百 三 十 七 条 の 十 二 第 七 項 」 を 「 第 百 三 十 七 条 の 十 二 第 十 二 項 」 に 改 め 、 同 表 七 十 七 の

二 の 項 を 次 の よ う に 改 め る 。

七 十 七 の 二 社

会 福 祉 士 及 び

介 護 福 祉 士 法

（ 昭 和 六 十 二

年 法 律 第 三 十

号 。 以 下 こ の

項 に お い て

「 法 」 と い

う 。 ） に 関 す

る 事 務

法 附 則 第 十 一

条 第 二 項 に 規

か く た ん

定 す る 喀 痰 吸

引 等 研 修 （ 社

会 福 祉 士 及 び

介 護 福 祉 士 法

施 行 規 則 （ 昭

和 六 十 二 年 厚

生 省 令 第 四 十

九 号 ） 附 則 第

四 条 の 表 に 規

定 す る 第 三 号

研 修 に 限

る 。 ） の 実 施

喀 痰 吸 引 等

研 修 手 数 料

千 五 百 円

別 表 八 十 三 の 四 の 項 中 「 一 万 八 千 円 」 を 「 三 万 千 二 百 四 十 円 」 に 改 め 、 同 表 八 十 五 の 三 の 項 の 次

に 次 の よ う に 加 え る 。

八 十 五 の 四 石

川 県 リ ハ ビ リ

テ ー シ ョ ン セ

ン タ ー に よ る

研 修 に 関 す る

事 務

障 害 福 祉 サ ー

ビ ス 事 業 所 等

に お い て 高 次

脳 機 能 障 害 者

の 支 援 に 従 事

す る 者 を 養 成

す る た め の 研

修 の 実 施

高 次 脳 機 能

障 害 支 援 者

養 成 研 修 手

数 料

一 講 座 に つ き 五 千 円

議 案 第 二 十 六 号

石 川 県 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 に つ い て

石 川 県 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 制 定 す る 。

令 和 八 年 一 月 二 十 六 日 提 出

石 川 県 知 事 馳 浩

石 川 県 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例
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（ １３ ）



別 表 八 十 七 の 項 ３ 中 「 一 万 五 千 五 百 四 十 円 」 を 「 一 万 五 千 九 百 八 十 円 」 に 改 め る 。

附 則

（ 施 行 期 日 ）

１ こ の 条 例 は 、 令 和 八 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 別 表 二 十 六 の 項 の 改 正 規 定 は 、 公 布 の

日 か ら 施 行 す る 。

（ 経 過 措 置 ）

２ 改 正 後 の 別 表 八 十 七 の 項 の 規 定 は 、 こ の 条 例 の 施 行 の 日 以 後 の 依 頼 に 係 る 試 験 、 加 工 等 の 手 数

料 に つ い て 適 用 し 、 同 日 前 の 依 頼 に 係 る 試 験 、 加 工 等 の 手 数 料 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

提 案 理 由

建 築 基 準 法 施 行 令 の 一 部 改 正 等 に 伴 い 、 新 た に 手 数 料 を 定 め る 等 の 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条

例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。
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（ １４ ）



（ 石 川 県 住 民 基 本 台 帳 法 施 行 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 石 川 県 住 民 基 本 台 帳 法 施 行 条 例 （ 平 成 十 四 年 石 川 県 条 例 第 三 十 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に

改 正 す る 。

別 表 第 一 中 第 五 号 を 削 り 、 第 六 号 を 第 五 号 と し 、 第 七 号 を 第 六 号 と し 、 第 八 号 を 削 り 、 第 九 号

を 第 七 号 と し 、 第 十 号 か ら 第 十 六 号 ま で を 二 号 ず つ 繰 り 上 げ 、 第 十 七 号 を 削 る 。

（ 行 政 手 続 に お け る 特 定 の 個 人 を 識 別 す る た め の 番 号 の 利 用 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 行 政 手 続 に お け る 特 定 の 個 人 を 識 別 す る た め の 番 号 の 利 用 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 二 十 七 年

石 川 県 条 例 第 四 十 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 第 一 の 五 の 項 を 削 る 。

別 表 第 二 の 一 の 項 中 「 生 活 保 護 法 」 の 下 に 「 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 百 四 十 四 号 ） 」 を 加 え 、 同 表

三 の 項 を 削 る 。

別 表 第 三 の 三 の 項 を 削 る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

住 民 基 本 台 帳 法 第 三 十 条 の 十 五 の 二 に 規 定 す る 準 法 定 事 務 及 び 準 法 定 事 務 処 理 者 に 関 す る 省 令 等

の 施 行 に 伴 い 、 知 事 保 存 本 人 確 認 情 報 等 及 び 個 人 番 号 を 利 用 す る こ と が で き る 事 務 に つ い て 所 要 の

改 正 を 行 う 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

議 案 第 二 十 七 号

石 川 県 住 民 基 本 台 帳 法 施 行 条 例 及 び 行 政 手 続 に お け る 特 定 の 個 人 を 識 別

す る た め の 番 号 の 利 用 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 に つ い て

石 川 県 住 民 基 本 台 帳 法 施 行 条 例 及 び 行 政 手 続 に お け る 特 定 の 個 人 を 識 別 す る た め の 番 号 の 利 用 等

に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 制 定 す る 。

令 和 八 年 一 月 二 十 六 日 提 出

石 川 県 知 事 馳 浩

石 川 県 住 民 基 本 台 帳 法 施 行 条 例 及 び 行 政 手 続 に お け る 特 定 の 個 人 を 識 別 す る た め の 番

号 の 利 用 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例
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（ 石 川 県 行 政 手 続 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 石 川 県 行 政 手 続 条 例 （ 平 成 七 年 石 川 県 条 例 第 三 十 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 十 五 条 第 三 項 中 「 そ の 者 の 氏 名 、 同 項 第 三 号 及 び 第 四 号 に 掲 げ る 事 項 並 び に 当 該 行 政 庁 が 同

項 各 号 に 掲 げ る 事 項 を 記 載 し た 書 面 を い つ で も そ の 者 に 交 付 す る 旨 を 当 該 行 政 庁 の 事 務 所 の 掲 示

場 に 掲 示 す る こ と 」 を 「 公 示 の 方 法 」 に 改 め 、 同 項 後 段 を 削 り 、 同 条 に 次 の 一 項 を 加 え る 。

４ 前 項 の 公 示 の 方 法 に よ る 通 知 は 、 不 利 益 処 分 の 名 宛 人 と な る べ き 者 の 氏 名 、 第 一 項 第 三 号 及

び 第 四 号 に 掲 げ る 事 項 並 び に 当 該 行 政 庁 が 同 項 各 号 に 掲 げ る 事 項 を 記 載 し た 書 面 を い つ で も そ

の 者 に 交 付 す る 旨 （ 以 下 こ の 項 に お い て 「 公 示 事 項 」 と い う 。 ） を 規 則 で 定 め る 方 法 に よ り 不

特 定 多 数 の 者 が 閲 覧 す る こ と が で き る 状 態 に 置 く と と も に 、 公 示 事 項 が 記 載 さ れ た 書 面 を 当 該

行 政 庁 の 事 務 所 の 掲 示 場 に 掲 示 し 、 又 は 公 示 事 項 を 当 該 事 務 所 に 設 置 し た 電 子 計 算 機 の 映 像 面

に 表 示 し た も の の 閲 覧 を す る こ と が で き る 状 態 に 置 く 措 置 を と る こ と に よ っ て 行 う も の と す る 。

こ の 場 合 に お い て は 、 当 該 措 置 を 開 始 し た 日 か ら 二 週 間 を 経 過 し た と き に 、 当 該 通 知 が そ の 者

に 到 達 し た も の と み な す 。

第 十 六 条 第 一 項 中 「 同 条 第 三 項 後 段 」 を 「 同 条 第 四 項 後 段 」 に 改 め る 。

第 十 九 条 第 二 項 第 四 号 中 「 こ と の あ る 」 を 削 る 。

第 二 十 二 条 第 三 項 中 「 第 十 五 条 第 三 項 」 及 び 「 同 条 第 三 項 」 の 下 に 「 及 び 第 四 項 」 を 、 「 と 、 」

の 下 に 「 同 項 中 」 を 加 え 、 「 掲 示 を 始 め た 日 か ら 二 週 間 を 経 過 し た 」 を 削 り 、 「 、 掲 示 を 始 め た 」

を 「 、 当 該 措 置 を 開 始 し た 」 に 改 め る 。

第 二 十 九 条 中 「 第 十 五 条 第 三 項 及 び 」 の 下 に 「 第 四 項 並 び に 」 を 加 え 、 「 「 同 項 第 三 号 」 を 「 同

条 第 四 項 中 「 第 一 項 第 三 号 」 に 、 「 同 条 第 三 号 」 を 「 第 二 十 八 条 第 三 号 」 に 、 「 同 条 第 三 項 後 段 」

議 案 第 二 十 八 号

デ ジ タ ル 社 会 の 形 成 を 図 る た め の 規 制 改 革 を 推 進 す る た め の デ ジ タ ル 社

会 形 成 基 本 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 の 一 部 の 施 行 に 伴 う 関 係 条 例 の 整

備 に 関 す る 条 例 に つ い て

デ ジ タ ル 社 会 の 形 成 を 図 る た め の 規 制 改 革 を 推 進 す る た め の デ ジ タ ル 社 会 形 成 基 本 法 等 の 一 部 を

改 正 す る 法 律 の 一 部 の 施 行 に 伴 う 関 係 条 例 の 整 備 に 関 す る 条 例 を 次 の よ う に 制 定 す る 。

令 和 八 年 一 月 二 十 六 日 提 出

石 川 県 知 事 馳 浩

デ ジ タ ル 社 会 の 形 成 を 図 る た め の 規 制 改 革 を 推 進 す る た め の デ ジ タ ル 社 会 形 成 基 本 法

等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 の 一 部 の 施 行 に 伴 う 関 係 条 例 の 整 備 に 関 す る 条 例
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を 「 同 条 第 四 項 後 段 」 に 、 「 第 十 五 条 第 三 項 後 段 」 を 「 第 十 五 条 第 四 項 後 段 」 に 改 め る 。

（ ふ る さ と 石 川 の 環 境 を 守 り 育 て る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 ふ る さ と 石 川 の 環 境 を 守 り 育 て る 条 例 （ 平 成 十 六 年 石 川 県 条 例 第 十 六 号 ） の 一 部 を 次 の よ

う に 改 正 す る 。

第 百 五 十 三 条 の 二 第 五 項 中 「 と き は 」 の 下 に 「 、 そ の 通 知 の 要 旨 及 び 知 事 が そ の 通 知 を い つ で

も そ の 者 に 交 付 す る 旨 を 、 規 則 で 定 め る 方 法 に よ り 不 特 定 多 数 の 者 が 閲 覧 す る こ と が で き る 状 態

に 置 く と と も に 、 そ の 通 知 の 内 容 を 」 を 加 え 、 「 そ の 通 知 の 内 容 を 掲 示 す る と と も に 、 そ の 要 旨

及 び 掲 示 し た 旨 を 公 示 し な け れ ば 」 を 「 掲 示 し 、 又 は 当 該 事 務 所 に 設 置 し た 電 子 計 算 機 の 映 像 面

に 表 示 し た も の の 閲 覧 を す る こ と が で き る 状 態 に 置 く 措 置 を と ら な け れ ば 」 に 、 「 そ の 掲 示 を 始

め た 日 又 は 公 示 し た 日 の い ず れ か 遅 い 」 を 「 当 該 措 置 を 開 始 し た 」 に 、 「 相 手 方 に 」 を 「 そ の 者

に 」 に 改 め る 。

（ い し か わ 景 観 総 合 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 三 条 い し か わ 景 観 総 合 条 例 （ 平 成 二 十 年 石 川 県 条 例 第 二 十 九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 六 十 九 条 第 一 項 第 一 号 中 「 こ と 」 を 「 と と も に 、 規 則 で 定 め る 方 法 に よ り 不 特 定 多 数 の 者 が

閲 覧 す る こ と が で き る 状 態 に 置 く 措 置 を と る こ と 」 に 改 め る 。

（ 石 川 県 都 市 公 園 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 四 条 石 川 県 都 市 公 園 条 例 （ 昭 和 三 十 九 年 石 川 県 条 例 第 五 十 九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 十 二 条 の 三 第 一 項 第 一 号 中 「 こ と 」 を 「 と と も に 、 規 則 で 定 め る 方 法 に よ り 不 特 定 多 数 の 者

が 閲 覧 す る こ と が で き る 状 態 に 置 く 措 置 を と る こ と 」 に 改 め 、 同 項 第 二 号 中 「 当 該 公 示 の 要 旨 」

を 「 前 条 各 号 に 掲 げ る 事 項 」 に 改 め る 。

（ 石 川 県 県 営 住 宅 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 五 条 石 川 県 県 営 住 宅 条 例 （ 昭 和 三 十 四 年 石 川 県 条 例 第 四 十 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 四 条 第 一 項 に 次 の 一 号 を 加 え る 。

五 イ ン タ ー ネ ッ ト の 利 用

附 則

（ 施 行 期 日 ）

１ こ の 条 例 は 、 令 和 八 年 五 月 二 十 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 経 過 措 置 ）

２ 次 に 掲 げ る 条 例 の 規 定 は 、 こ の 条 例 の 施 行 の 日 以 後 に す る 通 知 又 は 公 示 に つ い て 適 用 し 、 同 日

前 に し た 通 知 又 は 公 示 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

一 第 一 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 石 川 県 行 政 手 続 条 例 第 十 五 条 第 三 項 及 び 第 四 項 （ こ れ ら の 規 定

を 同 条 例 又 は 他 の 条 例 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ）

二 第 二 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の ふ る さ と 石 川 の 環 境 を 守 り 育 て る 条 例 第 百 五 十 三 条 の 二 第 五 項

三 第 三 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の い し か わ 景 観 総 合 条 例 第 六 十 九 条 第 一 項 （ 第 一 号 に 係 る 部 分 に
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限 る 。 ）

四 第 四 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 石 川 県 都 市 公 園 条 例 第 十 二 条 の 三 第 一 項

提 案 理 由

デ ジ タ ル 社 会 の 形 成 を 図 る た め の 規 制 改 革 を 推 進 す る た め の デ ジ タ ル 社 会 形 成 基 本 法 等 の 一 部 を

改 正 す る 法 律 の 一 部 の 施 行 に 伴 い 、 書 面 掲 示 規 制 の 見 直 し を 行 う 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案

を 提 出 す る 理 由 で あ る 。
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石 川 県 看 護 師 等 修 学 資 金 貸 与 条 例 （ 昭 和 四 十 九 年 石 川 県 条 例 第 二 十 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改

正 す る 。

第 二 条 第 一 項 に 次 の た だ し 書 を 加 え る 。

た だ し 、 看 護 師 等 修 学 資 金 の 貸 与 を 受 け る 期 間 は 、 当 該 養 成 施 設 の 正 規 の 修 業 年 限 を 超 え る こ

と が で き な い 。

第 二 条 第 二 項 に 次 の た だ し 書 を 加 え る 。

た だ し 、 大 学 院 修 学 資 金 の 貸 与 を 受 け る 期 間 は 、 当 該 大 学 院 の 修 士 課 程 の 正 規 の 修 業 年 限 を 超

え る こ と が で き な い 。

第 二 条 第 三 項 中 「 同 法 第 百 四 条 第 二 項 」 を 「 学 校 教 育 法 第 百 四 条 第 三 項 及 び 第 四 項 」 に 改 め 、 同

項 に 次 の た だ し 書 を 加 え る 。

た だ し 、 看 護 教 員 修 学 資 金 の 貸 与 を 受 け る 期 間 は 、 当 該 大 学 院 又 は 大 学 の 正 規 の 修 業 年 限 を 超

え る こ と が で き な い 。

第 二 条 第 四 項 に 次 の た だ し 書 を 加 え る 。

た だ し 、 地 域 医 療 支 援 看 護 師 等 修 学 資 金 の 貸 与 を 受 け る 期 間 は 、 当 該 養 成 施 設 の 正 規 の 修 業 年

限 を 超 え る こ と が で き な い 。

第 二 条 に 次 の 一 項 を 加 え る 。

５ 知 事 は 、 県 内 の 養 成 施 設 （ 第 二 条 第 一 項 第 三 号 に 掲 げ る も の に 限 る 。 ） で あ つ て 、 県 が 行 う 看

護 師 の キ ャ リ ア 形 成 支 援 （ 看 護 師 が 主 体 的 に そ の 能 力 の 開 発 及 び 向 上 を 図 る こ と が で き る よ う 支

援 す る こ と を い う 。 以 下 こ の 項 に お い て 同 じ 。 ） に 協 力 す る も の と し て 規 則 で 定 め る も の （ 以 下

「 特 定 養 成 施 設 」 と い う 。 ） に 在 学 す る 者 で 、 当 該 特 定 養 成 施 設 を 卒 業 し た 後 、 県 が 行 う 看 護 師

の キ ャ リ ア 形 成 支 援 に 協 力 す る も の と し て 規 則 で 定 め る 県 内 の 医 療 機 関 （ 第 四 条 第 五 項 第 三 号 に

お い て 「 特 定 医 療 機 関 」 と い う 。 ） に お い て 看 護 師 と し て そ の 業 務 に 従 事 し よ う と す る も の に 看

護 師 キ ャ リ ア 形 成 支 援 修 学 資 金 を 無 利 息 で 貸 与 す る こ と が で き る 。 た だ し 、 看 護 師 キ ャ リ ア 形 成

支 援 修 学 資 金 の 貸 与 を 受 け る 期 間 は 、 当 該 特 定 養 成 施 設 の 正 規 の 修 業 年 限 を 超 え る こ と が で き な

議 案 第 二 十 九 号

石 川 県 看 護 師 等 修 学 資 金 貸 与 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 に つ い て

石 川 県 看 護 師 等 修 学 資 金 貸 与 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 制 定 す る 。

令 和 八 年 一 月 二 十 六 日 提 出

石 川 県 知 事 馳 浩

石 川 県 看 護 師 等 修 学 資 金 貸 与 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例
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い 。
第 三 条 に 次 の 一 項 を 加 え る 。

５ 看 護 師 キ ャ リ ア 形 成 支 援 修 学 資 金 の 貸 与 額 は 、 一 月 に つ き 十 万 円 と す る 。

第 四 条 第 三 項 中 「 一 に 」 を 「 い ず れ か に 」 に 改 め 、 同 条 第 四 項 中 「 次 の 」 の 下 に 「 各 号 の 」 を 加

え 、 同 条 に 次 の 一 項 を 加 え る 。

５ 看 護 師 キ ャ リ ア 形 成 支 援 修 学 資 金 の 貸 与 を 受 け た 者 は 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る と き 、は

そ の 日 の 属 す る 月 の 翌 月 か ら 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 看 護 師 キ ャ リ ア 形 成 支 援 修 学 資 金 を

返 還 し な け れ ば な ら な い 。

一 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 看 護 師 キ ャ リ ア 形 成 支 援 修 学 資 金 の 貸 与 を 取 り 消 さ れ た と き 。

二 特 定 養 成 施 設 を 卒 業 し た 日 か ら 、 看 護 師 の 免 許 を 受 け る こ と な く 一 年 を 経 過 し た と き 。

三 看 護 師 の 免 許 を 受 け た 後 、 直 ち に 特 定 医 療 機 関 の う ち 知 事 が 看 護 師 キ ャ リ ア 形 成 支 援 修 学 資

金 の 貸 与 を 受 け た 者 ご と に 指 定 す る も の （ 以 下 「 指 定 特 定 医 療 機 関 」 と い う 。 ） の 看 護 師 に な

ら な か つ た と き 。

四 指 定 特 定 医 療 機 関 の 看 護 師 で な く な つ た と き 。

第 五 条 第 一 項 中 「 又 は 地 域 医 療 支 援 看 護 師 等 修 学 資 金 」 を 「 、 地 域 医 療 支 援 看 護 師 等 修 学 資 金 又

は 看 護 師 キ ャ リ ア 形 成 支 援 修 学 資 金 」 に 、 「 又 は 同 条 第 四 項 各 号 」 を 「 、 同 条 第 四 項 各 号 又 は 同 条

第 五 項 各 号 」 に 改 め る 。

第 六 条 第 一 項 中 「 、 免 許 」 を 「 、 当 該 免 許 」 に 改 め 、 同 条 第 四 項 中 「 、 免 許 」 を 「 、 当 該 免 許 」

に 改 め 、 「 次 の 」 の 下 に 「 各 号 の 」 を 加 え 、 同 条 中 第 五 項 を 第 六 項 と し 、 第 四 項 の 次 に 次 の 一 項 を

加 え る 。

５ 知 事 は 、 看 護 師 キ ャ リ ア 形 成 支 援 修 学 資 金 の 貸 与 を 受 け た 者 で 、 特 定 養 成 施 設 を 卒 業 し た 日 後

一 年 以 内 に 看 護 師 の 免 許 を 受 け 、 か つ 、 当 該 免 許 を 受 け た 後 、 直 ち に 指 定 特 定 医 療 機 関 の 看 護 師

と な り 、 引 き 続 き 指 定 特 定 医 療 機 関 に お い て 看 護 師 と し て そ の 業 務 に 従 事 し て い る も の が 、 次 の

各 号 の い ず れ か に 該 当 す る と き は 、 看 護 師 キ ャ リ ア 形 成 支 援 修 学 資 金 の 返 還 債 務 を 免 除 す る も の

と す る 。

一 業 務 に 従 事 し た 期 間 が 六 年 以 上 の と き 。

二 業 務 上 の 理 由 に よ り 死 亡 し 、 又 は 業 務 に 起 因 す る 心 身 の 障 害 に よ り 指 定 特 定 医 療 機 関 の 看 護

師 で な く な つ た と き 。

附 則

こ の 条 例 は 、 令 和 八 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

県 内 の 看 護 師 の キ ャ リ ア 形 成 支 援 及 び 看 護 師 の 不 足 す る 地 域 に お け る 医 療 の 確 保 に 資 す る た め 、

看 護 師 キ ャ リ ア 形 成 支 援 修 学 資 金 を 新 設 す る 等 の 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由
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で あ る 。
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（ 石 川 県 地 域 医 療 支 援 医 師 修 学 資 金 貸 与 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 石 川 県 地 域 医 療 支 援 医 師 修 学 資 金 貸 与 条 例 （ 平 成 十 八 年 石 川 県 条 例 第 三 十 二 号 ） の 一 部 を

次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 第 一 項 第 二 号 中 「 第 六 条 第 一 項 第 一 号 」 の 下 に 「 及 び 第 八 条 第 二 項 」 を 加 え る 。

第 八 条 中 「 が 、 」 の 下 に 「 県 内 の 医 療 機 関 に お い て 臨 床 研 修 を 受 け て い る 間 及 び 」 を 加 え 、 同

条 を 同 条 第 二 項 と し 、 同 条 に 第 一 項 と し て 次 の 一 項 を 加 え る 。

知 事 は 、 第 五 条 の 規 定 に よ り 修 学 資 金 の 貸 与 を 取 り 消 さ れ た 者 が 、 災 害 、 疾 病 そ の 他 や む を

得 な い 理 由 に よ り 同 条 第 二 号 、 第 五 号 又 は 第 六 号 に 掲 げ る 場 合 に 該 当 す る に 至 っ た と 認 め ら れ

る と き は 、 前 条 第 一 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 当 該 修 学 資 金 の 返 還 の 債 務 の 全 部 又 は 一 部 を 免 除

す る こ と が で き る 。

（ 石 川 県 緊 急 医 師 確 保 修 学 資 金 貸 与 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 石 川 県 緊 急 医 師 確 保 修 学 資 金 貸 与 条 例 （ 平 成 二 十 年 石 川 県 条 例 第 三 十 五 号 ） の 一 部 を 次 の

よ う に 改 正 す る 。

第 六 条 第 一 号 中 「 第 三 条 第 一 号 」 を 「 第 三 条 第 一 項 第 二 号 」 に 、 「 研 修 協 力 施 設 」 を 「 協 力 型

臨 床 研 修 病 院 」 に 、 「 同 条 第 三 号 」 を 「 同 令 第 四 条 第 三 項 」 に 、 「 協 力 型 臨 床 研 修 病 院 」 を 「 研 修

協 力 施 設 」 に 、 「 第 八 条 」 を 「 第 八 条 第 二 項 」 に 改 め る 。

第 八 条 を 同 条 第 二 項 と し 、 同 条 に 第 一 項 と し て 次 の 一 項 を 加 え る 。

知 事 は 、 第 五 条 の 規 定 に よ り 修 学 資 金 の 貸 与 を 取 り 消 さ れ た 者 が 、 災 害 、 疾 病 そ の 他 や む を

得 な い 理 由 に よ り 同 条 第 二 号 、 第 五 号 又 は 第 六 号 に 掲 げ る 場 合 に 該 当 す る に 至 っ た と 認 め ら れ

る と き は 、 前 条 第 一 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 当 該 修 学 資 金 の 返 還 の 債 務 の 全 部 又 は 一 部 を 免 除

す る こ と が で き る 。

議 案 第 三 十 号

石 川 県 地 域 医 療 支 援 医 師 修 学 資 金 貸 与 条 例 及 び 石 川 県 緊 急 医 師 確 保 修 学

資 金 貸 与 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 に つ い て

石 川 県 地 域 医 療 支 援 医 師 修 学 資 金 貸 与 条 例 及 び 石 川 県 緊 急 医 師 確 保 修 学 資 金 貸 与 条 例 の 一 部 を 改

正 す る 条 例 を 次 の よ う に 制 定 す る 。

令 和 八 年 一 月 二 十 六 日 提 出

石 川 県 知 事 馳 浩

石 川 県 地 域 医 療 支 援 医 師 修 学 資 金 貸 与 条 例 及 び 石 川 県 緊 急 医 師 確 保 修 学 資 金 貸 与 条 例

の 一 部 を 改 正 す る 条 例
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附 則

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

他 の 地 方 公 共 団 体 に お け る 制 定 状 況 等 を 踏 ま え 、 石 川 県 地 域 医 療 支 援 医 師 修 学 資 金 及 び 石 川 県 緊

急 医 師 確 保 修 学 資 金 の 返 還 の 債 務 の 裁 量 免 除 要 件 の 見 直 し を 行 う 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案

を 提 出 す る 理 由 で あ る 。
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石 川 県 国 民 健 康 保 険 条 例 （ 平 成 二 十 九 年 石 川 県 条 例 第 三 十 九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

目 次 中 「 第 二 十 三 条 」 を 「 第 二 十 七 条 」 に 、 「 第 二 十 四 条 」 を 「 第 二 十 八 条 」 に 改 め る 。

第 五 章 中 第 二 十 四 条 を 第 二 十 八 条 と し 、 第 四 章 中 第 二 十 三 条 の 次 に 次 の 四 条 を 加 え る 。

（ 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 納 付 金 納 付 金 所 得 係 数 ）

第 二 十 四 条 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 納 付 金 納 付 金 所 得 係 数 は 、 政 令 第 十 一 条 の 二 第 三 項 第 一 号 に 掲 げ

る 額 を 同 項 第 二 号 に 掲 げ る 額 で 除 し て 得 た 数 を 基 準 と し て 知 事 が 定 め る 数 と す る 。

（ 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 納 付 金 納 付 金 所 得 等 割 合 ）

第 二 十 五 条 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 納 付 金 納 付 金 所 得 等 割 合 は 、 各 市 町 に つ き 、 当 該 市 町 に 係 る 政 令

第 十 一 条 の 二 第 四 項 第 一 号 に 掲 げ る 数 と す る 。

（ 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 納 付 金 納 付 金 被 保 険 者 数 等 割 合 ）

第 二 十 六 条 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 納 付 金 納 付 金 被 保 険 者 数 等 割 合 は 、 各 市 町 に つ き 、 当 該 市 町 に 係

る 政 令 第 十 一 条 の 二 第 五 項 第 二 号 に 掲 げ る 数 と す る 。

（ 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 納 付 金 納 付 金 被 保 険 者 均 等 割 指 数 ）

第 二 十 七 条 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 納 付 金 納 付 金 被 保 険 者 均 等 割 指 数 は 、 零 を 超 え 一 未 満 の 範 囲 内 に

お い て 知 事 が 定 め る 数 と す る 。

附 則

（ 施 行 期 日 ）

１ こ の 条 例 は 、 令 和 八 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 次 項 の 規 定 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

（ 準 備 行 為 ）

２ 改 正 後 の 石 川 県 国 民 健 康 保 険 条 例 第 二 十 四 条 か ら 第 二 十 七 条 ま で の 規 定 の 施 行 の た め に 必 要 な

準 備 行 為 は 、 こ の 条 例 の 施 行 の 日 前 に お い て も 行 う こ と が で き る 。

提 案 理 由

国 民 健 康 保 険 法 等 の 一 部 改 正 に 伴 い 、 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 納 付 金 納 付 金 所 得 係 数 等 を 定 め る 必 要

議 案 第 三 十 一 号

石 川 県 国 民 健 康 保 険 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 に つ い て

石 川 県 国 民 健 康 保 険 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 制 定 す る 。

令 和 八 年 一 月 二 十 六 日 提 出

石 川 県 知 事 馳 浩

石 川 県 国 民 健 康 保 険 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例
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が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。
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石 川 県 食 品 衛 生 法 施 行 条 例 （ 平 成 十 二 年 石 川 県 条 例 第 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 第 一 第 五 号 ロ 中 「 次 表 第 一 号 ⑴ 」 を 「 た だ し 、 従 業 者 が 常 駐 せ ず 全 自 動 調 理 機 （ 自 動 的 に 食

品 を 調 理 し 、 調 理 さ れ た 食 品 を 提 供 す る 機 能 を 有 す る 調 理 器 具 で あ っ て 、 政 令 第 三 十 四 条 の 二 第 二

号 の 調 理 の 機 能 を 有 す る 自 動 販 売 機 と 同 等 以 上 の 材 質 、 構 造 、 機 能 等 を 有 す る も の を い う 。 以 下 同

じ 。 ） に よ り 調 理 さ れ た 食 品 を 販 売 す る 営 業 を 除 く 。 次 表 第 一 号 イ ⑴ 」 に 改 め 、 同 号 ハ 中 「 場 合 」

の 下 に 「 （ 従 業 者 が 常 駐 せ ず 全 自 動 調 理 機 に よ り 調 理 さ れ た 食 品 を 販 売 す る 場 合 を 除 く 。 次 表 第 一

号 イ に お い て 同 じ 。 ） 」 を 加 え 、 同 号 中 へ を ト と し 、 ホ を ヘ と し 、 ニ を ホ と し 、 ハ の 次 に 次 の よ う に

加 え る 。
ニ 政 令 第 三 十 五 条 第 一 号 に 規 定 す る 飲 食 店 営 業 の う ち 、 従 業 者 が 常 駐 せ ず 全 自 動 調 理 機 に よ

り 調 理 さ れ た 食 品 を 販 売 す る 場 合 に あ っ て は 、 第 三 号 チ 、 リ 、 ヲ 、 ワ 、 タ 及 び レ 並 び に 前 号

ト の 基 準 は 、 適 用 し な い 。

別 表 第 二 第 一 号 を 次 の よ う に 改 め る 。

一 政 令 第 三 十 五 条 第 一 号 に 規 定 す る 飲 食 店 営 業

イ 自 動 車 に お い て 調 理 を す る 場 合 に あ っ て は 、 次 に 掲 げ る 要 件 を 満 た す こ と 。

⑴ 簡 易 な 営 業 に あ っ て は 、 一 日 の 営 業 に お い て 約 四 十 リ ッ ト ル の 水 を 供 給 し 、 か つ 、 廃 水

を 保 管 す る こ と の で き る 貯 水 設 備 を 有 す る こ と 。

⑵ 比 較 的 大 量 の 水 を 要 し な い 営 業 に あ っ て は 、 一 日 の 営 業 に お い て 約 八 十 リ ッ ト ル の 水 を

供 給 し 、 か つ 、 廃 水 を 保 管 す る こ と の で き る 貯 水 設 備 を 有 す る こ と 。

⑶ 比 較 的 大 量 の 水 を 要 す る 営 業 に あ っ て は 、 一 日 の 営 業 に お い て 約 二 百 リ ッ ト ル の 水 を 供

給 し 、 か つ 、 廃 水 を 保 管 す る こ と の で き る 貯 水 設 備 を 有 す る こ と 。

ロ 従 業 者 が 常 駐 せ ず 、 全 自 動 調 理 機 に よ り 調 理 さ れ た 食 品 を 販 売 す る 場 合 に あ っ て は 、 次 に

掲 げ る 要 件 を 満 た す こ と 。

⑴ 施 設 （ 全 自 動 調 理 機 を 含 む 。 ⑵ 及 び ⑹ に お い て 同 じ 。 ） の 全 体 の 衛 生 状 況 を 確 認 す る た

め の 監 視 設 備 を 有 す る こ と 。

議 案 第 三 十 二 号

石 川 県 食 品 衛 生 法 施 行 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 に つ い て

石 川 県 食 品 衛 生 法 施 行 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 制 定 す る 。

令 和 八 年 一 月 二 十 六 日 提 出

石 川 県 知 事 馳 浩

石 川 県 食 品 衛 生 法 施 行 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

議
案
第
三
十
二
号

石
川
県
食
品
衛
生
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

（ ２９ ）



⑵ 施 設 に 異 常 が 生 じ た 場 合 に 、 当 該 施 設 の 営 業 者 が 全 自 動 調 理 機 を 停 止 す る こ と が で き る

機 能 を 有 す る こ と 。

⑶ 全 自 動 調 理 機 が 、 原 材 料 の 温 度 、 調 理 の 工 程 等 の 状 況 を 監 視 し 、 異 常 が 生 じ た 場 合 に 自

動 的 に 停 止 す る 機 能 を 有 す る こ と 。

⑷ 全 自 動 調 理 機 が 、 外 部 か ら の 汚 染 等 を 防 止 す る 構 造 を 持 つ 、 調 理 後 の 食 品 に 係 る 保 管 設

備 を 有 す る こ と 。

⑸ 全 自 動 調 理 機 が 、 調 理 後 の 食 品 に つ い て 、 一 定 の 時 間 を 経 過 し た 場 合 に は 、 当 該 食 品 を

提 供 し な い 機 能 を 有 す る こ と 。

⑹ 施 設 に 異 常 が 生 じ た 場 合 に 当 該 施 設 の 営 業 者 と 連 絡 す る こ と が で き る よ う 、 当 該 営 業 者

の 連 絡 先 を 掲 示 す る こ と 。

附 則

こ の 条 例 は 、 令 和 八 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

食 品 衛 生 法 施 行 規 則 の 一 部 改 正 に 伴 い 、 公 衆 衛 生 に 与 え る 影 響 が 著 し い 営 業 に 係 る 施 設 の 基 準 を

定 め る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。
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い し か わ 子 ど も 総 合 条 例 （ 平 成 十 九 年 石 川 県 条 例 第 十 八 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 十 八 条 の 二 を 削 る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 令 和 八 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

児 童 福 祉 法 等 の 一 部 改 正 に よ り 、 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 が 創 設 さ れ た こ と に 伴 い 、 関 係 規 定 を 整 備

す る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

議 案 第 三 十 三 号

い し か わ 子 ど も 総 合 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 に つ い て

い し か わ 子 ど も 総 合 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 制 定 す る 。

令 和 八 年 一 月 二 十 六 日 提 出

石 川 県 知 事 馳 浩

い し か わ 子 ど も 総 合 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例
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（ 児 童 福 祉 施 設 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 児 童 福 祉 施 設 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 （ 平 成 二 十 四 年 石 川 県 条 例 第 六 十

二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 十 六 条 第 二 項 中 「 、 社 会 福 祉 士 若 し く は 精 神 保 健 福 祉 士 の 資 格 を 有 す る 者 」 を 削 る 。

第 二 十 八 条 第 一 項 第 四 号 中 「 前 三 号 」 を 「 前 各 号 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 五 号 と し 、 同 項 中 第

三 号 を 第 四 号 と し 、 第 二 号 の 次 に 次 の 一 号 を 加 え る 。

三 児 童 福 祉 法 施 行 規 則 （ 昭 和 二 十 三 年 厚 生 省 令 第 十 一 号 ） 第 五 条 の 二 の 八 に 規 定 す る こ ど も

家 庭 ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー （ 以 下 「 こ ど も 家 庭 ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー 」 と い う 。 ） の 資 格 を 有 す

る 者

第 三 十 六 条 第 一 項 第 四 号 中 「 前 三 号 」 を 「 前 各 号 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 五 号 と し 、 同 項 中 第

三 号 を 第 四 号 と し 、 第 二 号 の 次 に 次 の 一 号 を 加 え る 。

三 こ ど も 家 庭 ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー の 資 格 を 有 す る 者

第 三 十 七 条 中 第 五 号 を 第 六 号 と し 、 第 四 号 の 次 に 次 の 一 号 を 加 え る 。

五 こ ど も 家 庭 ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー の 資 格 を 有 す る 者

第 五 十 八 条 第 二 項 中 「 、 社 会 福 祉 士 若 し く は 精 神 保 健 福 祉 士 の 資 格 を 有 す る 者 」 を 削 る 。

第 五 十 九 条 第 一 項 第 四 号 中 「 前 三 号 」 を 「 前 各 号 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 五 号 と し 、 同 項 中 第

三 号 を 第 四 号 と し 、 第 二 号 の 次 に 次 の 一 号 を 加 え る 。

三 こ ど も 家 庭 ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー の 資 格 を 有 す る 者

第 六 十 条 第 一 項 中 第 十 号 を 第 十 一 号 と し 、 第 四 号 か ら 第 九 号 ま で を 一 号 ず つ 繰 り 下 げ 、 同 項 第

三 号 の 次 に 次 の 一 号 を 加 え る 。

議 案 第 三 十 四 号

児 童 福 祉 施 設 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 及 び 一 時 保 護 施

設 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 に つ

い て

児 童 福 祉 施 設 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 及 び 一 時 保 護 施 設 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す

る 基 準 を 定 め る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 制 定 す る 。

令 和 八 年 一 月 二 十 六 日 提 出

石 川 県 知 事 馳 浩

児 童 福 祉 施 設 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 及 び 一 時 保 護 施 設 の 設 備 及 び

運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例
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四 こ ど も 家 庭 ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー の 資 格 を 有 す る 者

第 六 十 条 第 二 項 中 「 （ 昭 和 二 十 三 年 厚 生 省 令 第 十 一 号 ） 別 表 」 を 「 別 表 第 一 」 に 改 め る 。

第 九 十 二 条 第 四 項 中 「 、 社 会 福 祉 士 若 し く は 精 神 保 健 福 祉 士 の 資 格 を 有 す る 者 」 を 削 る 。

第 九 十 三 条 第 一 項 第 四 号 中 「 前 三 号 」 を 「 前 各 号 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 五 号 と し 、 同 項 中 第

三 号 を 第 四 号 と し 、 第 二 号 の 次 に 次 の 一 号 を 加 え る 。

三 こ ど も 家 庭 ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー の 資 格 を 有 す る 者

第 百 条 第 二 項 中 「 、 社 会 福 祉 士 若 し く は 精 神 保 健 福 祉 士 の 資 格 を 有 す る 者 」 を 削 る 。

第 百 一 条 第 一 項 第 四 号 中 「 前 三 号 」 を 「 前 各 号 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 五 号 と し 、 同 項 中 第 三

号 を 第 四 号 と し 、 第 二 号 の 次 に 次 の 一 号 を 加 え る 。

三 こ ど も 家 庭 ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー の 資 格 を 有 す る 者

第 百 二 条 第 一 項 第 八 号 を 同 項 第 十 号 と し 、 同 項 第 七 号 中 「 前 条 第 一 項 第 四 号 イ 」 を 「 前 条 第 一

項 第 五 号 イ 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 九 号 と し 、 同 項 第 六 号 中 「 前 条 第 一 項 第 四 号 イ か ら ロ ま で 」

を 「 前 条 第 一 項 第 五 号 イ 及 び ロ 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 八 号 と し 、 同 項 第 五 号 中 「 前 条 第 一 項 第

四 号 イ 」 を 「 前 条 第 一 項 第 五 号 イ 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 七 号 と し 、 同 項 第 四 号 中 「 前 条 第 一 項

第 四 号 イ 」 を 「 前 条 第 一 項 第 五 号 イ 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 六 号 と し 、 同 項 中 第 三 号 を 第 五 号 と

し 、 第 二 号 の 次 に 次 の 二 号 を 加 え る 。

三 精 神 保 健 福 祉 士 の 資 格 を 有 す る 者

四 こ ど も 家 庭 ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー の 資 格 を 有 す る 者

第 百 二 条 第 二 項 中 「 前 項 第 三 号 」 を 「 前 項 第 五 号 」 に 改 め る 。

第 百 三 条 中 第 三 号 を 第 五 号 と し 、 第 二 号 の 次 に 次 の 二 号 を 加 え る 。

三 精 神 保 健 福 祉 士 の 資 格 を 有 す る 者

四 こ ど も 家 庭 ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー の 資 格 を 有 す る 者

附 則 第 二 項 中 「 第 三 十 七 条 第 五 号 」 を 「 第 三 十 七 条 第 六 号 」 に 、 「 第 六 十 条 第 八 号 及 び 第 百 二

条 第 七 号 」 を 「 第 六 十 条 第 一 項 第 九 号 及 び 第 百 二 条 第 一 項 第 九 号 」 に 、 「 第 六 十 条 第 四 号 」 を 「 第

六 十 条 第 一 項 第 五 号 」 に 、 「 第 百 二 条 第 四 号 」 を 「 第 百 二 条 第 一 項 第 六 号 」 に 改 め る 。

（ 一 時 保 護 施 設 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 一 時 保 護 施 設 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 （ 令 和 七 年 石 川 県 条 例 第 十 五 号 ）

の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 十 一 条 第 一 項 中 第 十 号 を 第 十 一 号 と し 、 第 四 号 か ら 第 九 号 ま で を 一 号 ず つ 繰 り 下 げ 、 第 三

号 の 次 に 次 の 一 号 を 加 え る 。

四 児 童 福 祉 法 施 行 規 則 （ 昭 和 二 十 三 年 厚 生 省 令 第 十 一 号 ） 第 五 条 の 二 の 八 に 規 定 す る こ ど も

家 庭 ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー の 資 格 を 有 す る 者

第 二 十 一 条 第 二 項 中 「 （ 昭 和 二 十 三 年 厚 生 省 令 第 十 一 号 ） 」 を 削 る 。

附 則

議
案
第
三
十
四
号

児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
及
び
一
時
保
護
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

（ ３４ ）



こ の 条 例 は 、 令 和 八 年 三 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

児 童 福 祉 施 設 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 等 の 一 部 改 正 に 伴 い 、 乳 児 院 の 長 等 の 任 用 要 件 に こ ど

も 家 庭 ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー の 資 格 を 有 す る 者 を 追 加 す る 等 の 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提

出 す る 理 由 で あ る 。

議
案
第
三
十
四
号

児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
及
び
一
時
保
護
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

（ ３５ ）



石 川 県 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 対 応 中 小 企 業 金 融 支 援 基 金 条 例 （ 令 和 三 年 石 川 県 条 例 第 十 四 号 ）

の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

題 名 を 次 の よ う に 改 め る 。

石 川 県 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 等 対 応 中 小 企 業 金 融 支 援 基 金 条 例

第 一 条 中 「 措 置 」 の 下 に 「 、 物 価 の 高 騰 並 び に 令 和 六 年 能 登 半 島 地 震 及 び 令 和 六 年 奥 能 登 豪 雨 （ 令

和 六 年 九 月 二 十 日 か ら 同 月 二 十 三 日 ま で の 間 の 豪 雨 を い う 。 ） 」 を 加 え 、 「 石 川 県 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル

ス 感 染 症 対 応 中 小 企 業 金 融 支 援 基 金 」 を 「 石 川 県 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 等 対 応 中 小 企 業 金 融 支

援 基 金 」 に 改 め る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

石 川 県 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 対 応 中 小 企 業 金 融 支 援 基 金 に よ り 実 施 す る こ と が で き る 事 業

に 、 物 価 の 高 騰 並 び に 令 和 六 年 能 登 半 島 地 震 及 び 令 和 六 年 奥 能 登 豪 雨 の 影 響 を 受 け た 中 小 企 業 者 の

利 子 等 の 負 担 を 軽 減 す る 事 業 を 加 え る 等 の 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

議 案 第 三 十 五 号

石 川 県 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 対 応 中 小 企 業 金 融 支 援 基 金 条 例 の 一 部

を 改 正 す る 条 例 に つ い て

石 川 県 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 対 応 中 小 企 業 金 融 支 援 基 金 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ

う に 制 定 す る 。

令 和 八 年 一 月 二 十 六 日 提 出

石 川 県 知 事 馳 浩

石 川 県 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 対 応 中 小 企 業 金 融 支 援 基 金 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条

例
議
案
第
三
十
五
号

石
川
県
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
中
小
企
業
金
融
支
援
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

（ ３７ ）



議
案
第
３６
号

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

請
負
契
約
を
次
の
と
お
り
締
結
す
る
。

令
和
８
年
１
月
２６
日
提
出

石
川
県
知
事

馳
浩

１
工
事
の
名
称

６
災
２３
８５
号
主
要
地
方
道
大
谷
狼
煙
飯
田
線
道
路
災
害
復
旧
工
事
（
概
略
発
注
対
象
工
事
）

２
契
約
金
額

６７
３，
４２
０，
００
０円

３
契
約
の
相
手
方

能
登
・
竹
腰
永
井
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

代
表
者
珠
洲
市
三
崎
町
宇
治
ヨ
部
１２
９番
地
１

能
登
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役
入
田
明
大

構
成
員
白
山
市
白
峰
ニ
１６
４番
１
地

竹
腰
永
井
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役
山
田
光
二

議
案
第
三
十
六
号

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
六
災
二
三
八
五
号

主
要
地
方
道
大
谷
狼
煙
飯
田
線

道
路
災
害
復
旧
工
事
（
概
略
発
注
対
象
工
事
））

（ ３９ ）



議
案
第
３７
号

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

請
負
契
約
を
次
の
と
お
り
締
結
す
る
。

令
和
８
年
１
月
２６
日
提
出

石
川
県
知
事

馳
浩

１
工
事
の
名
称

６
災
２４
１９
号
主
要
地
方
道
大
谷
狼
煙
飯
田
線
道
路
災
害
復
旧
工
事
（
概
略
発
注
対
象
工
事
）

２
契
約
金
額

５６
０，
７８
０，
００
０円

３
契
約
の
相
手
方

門
寺
・
能
登
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

代
表
者
珠
洲
市
長
橋
町
１２
字
１７
番
地
１

株
式
会
社
門
寺
建
設

代
表
取
締
役
門
寺
秀
次

構
成
員
珠
洲
市
三
崎
町
宇
治
ヨ
部
１２
９番
地
１

能
登
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役
入
田
明
大

議
案
第
三
十
七
号

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
六
災
二
四
一
九
号

主
要
地
方
道
大
谷
狼
煙
飯
田
線

道
路
災
害
復
旧
工
事
（
概
略
発
注
対
象
工
事
））

（ ４１ ）



議
案
第
３８
号

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

請
負
契
約
を
次
の
と
お
り
締
結
す
る
。

令
和
８
年
１
月
２６
日
提
出

石
川
県
知
事

馳
浩

１
工
事
の
名
称

６
災
２４
５８
号
・
２４
５９
号
主
要
地
方
道
珠
洲
穴
水
線
道
路
災
害
復
旧
工
事
（
概
略
発
注
対
象
工
事
）

２
契
約
金
額

１，
０４
５，
００
０，
００
０円

３
契
約
の
相
手
方

川
田
・
中
塚
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

代
表
者
七
尾
市
白
銀
町
１３
番
地
の
２

株
式
会
社
川
田
組

代
表
取
締
役
川
田
尚
昭

構
成
員
珠
洲
市
宝
立
町
鵜
飼
卯
の
部
１８
番
地
の
５

株
式
会
社
中
塚
組

代
表
取
締
役

中
塚
芳
章

議
案
第
三
十
八
号

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
六
災
二
四
五
八
号
・
二
四
五
九
号

主
要
地
方
道
珠
洲
穴
水
線

道
路
災
害
復
旧
工
事
（
概
略
発
注
対
象
工
事
））

（ ４３ ）



議
案
第
３９
号

損
害
賠
償
額
の
決
定
に
つ
い
て

令
和
７
年
７
月
２５
日
発
生
の
事
故
に
係
る
国
家
賠
償
法
（
昭
和
２２
年
法
律
第
１２
５号
）
第
２
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
損
害
賠
償
額
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

令
和
８
年
１
月
２６
日
提
出

石
川
県
知
事

馳
浩

１
相
手
方

２
賠
償
額

３０
６，
０４
６円

３
賠
償
責
任
発
生
の
事
実

令
和
７
年
７
月
２５
日
午
前
１０
時
４０
分
頃
、
主
要
地
方
道
金
沢
井
波
線
中
、
金
沢
市
若
松
町
地
内
に
お
い
て
、
街
路
樹
の
枝
が

の
運
転
す
る

所
有
の
小
型
乗
用
自
動
車
に
落
下
し
、
同
車
に
損
害
を
与
え
た
も
の

議
案
第
三
十
九
号

損
害
賠
償
額
の
決
定
に
つ
い
て

（ ４５ ）



議
案
第
４０
号

損
害
賠
償
額
の
決
定
に
つ
い
て

令
和
７
年
８
月
１３
日
発
生
の
事
故
に
係
る
国
家
賠
償
法
（
昭
和
２２
年
法
律
第
１２
５号
）
第
２
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
損
害
賠
償
額
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

令
和
８
年
１
月
２６
日
提
出

石
川
県
知
事

馳
浩

１
相
手
方

２
賠
償
額

１，
５８
４，
１１
６円

３
賠
償
責
任
発
生
の
事
実

令
和
７
年
８
月
１３
日
午
前
１１
時
３０
分
頃
、
一
般
国
道
２４
９号
中
、
七
尾
市
赤
浦
町
地
内
に
お
い
て
、
道
路
法
面
か
ら
の
倒
木
が

の
運
転
す
る

所
有

の
軽
自
動
車
に
落
下
し
、
同
車
に
損
害
を
与
え
る
と
と
も
に
、
同
人
に
対
し
２
日
間
の
通
院
加
療
を
要
す
る
被
害
を
与
え
た
も
の

議
案
第
四
十
号

損
害
賠
償
額
の
決
定
に
つ
い
て

（ ４７ ）



議
案
第
４１
号

損
害
賠
償
額
の
決
定
に
つ
い
て

令
和
７
年
９
月
２４
日
発
生
の
事
故
に
係
る
国
家
賠
償
法
（
昭
和
２２
年
法
律
第
１２
５号
）
第
２
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
損
害
賠
償
額
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

令
和
８
年
１
月
２６
日
提
出

石
川
県
知
事

馳
浩

１
相
手
方

２
賠
償
額

１０
，４
０１
円

３
賠
償
責
任
発
生
の
事
実

令
和
７
年
９
月
２４
日
午
後
６
時
３０
分
頃
、
主
要
地
方
道
松
任
宇
ノ
気
線
中
、
河
北
郡
内
灘
町
字
西
荒
屋
地
内
に
お
い
て
、

の
運
転
す
る
小
型
乗
用
自
動
車
が
道
路
上

の
陥
没
部
を
通
過
し
た
際
に
、
同
車
に
損
害
を
与
え
た
も
の

議
案
第
四
十
一
号

損
害
賠
償
額
の
決
定
に
つ
い
て

（ ４９ ）



議
案
第
４２
号

損
害
賠
償
額
の
決
定
に
つ
い
て

令
和
７
年
９
月
２４
日
発
生
の
事
故
に
係
る
国
家
賠
償
法
（
昭
和
２２
年
法
律
第
１２
５号
）
第
２
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
損
害
賠
償
額
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

令
和
８
年
１
月
２６
日
提
出

石
川
県
知
事

馳
浩

１
相
手
方

２
賠
償
額

１５
，０
００
円

３
賠
償
責
任
発
生
の
事
実

令
和
７
年
９
月
２４
日
午
後
６
時
５０
分
頃
、
主
要
地
方
道
松
任
宇
ノ
気
線
中
、
河
北
郡
内
灘
町
字
西
荒
屋
地
内
に
お
い
て
、

の
運
転
す
る
軽
自
動
車
が
道
路
上
の
陥
没
部

を
通
過
し
た
際
に
、
同
車
に
損
害
を
与
え
た
も
の

議
案
第
四
十
二
号

損
害
賠
償
額
の
決
定
に
つ
い
て

（ ５１ ）



議
案
第
４３
号

損
害
賠
償
額
の
決
定
に
つ
い
て

令
和
７
年
９
月
２４
日
発
生
の
事
故
に
係
る
国
家
賠
償
法
（
昭
和
２２
年
法
律
第
１２
５号
）
第
２
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
損
害
賠
償
額
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

令
和
８
年
１
月
２６
日
提
出

石
川
県
知
事

馳
浩

１
相
手
方

２
賠
償
額

６，
４６
８円

３
賠
償
責
任
発
生
の
事
実

令
和
７
年
９
月
２４
日
午
後
６
時
５０
分
頃
、
主
要
地
方
道
松
任
宇
ノ
気
線
中
、
河
北
郡
内
灘
町
字
西
荒
屋
地
内
に
お
い
て
、

の
運
転
す
る

所
有
の
小
型
乗

用
自
動
車
が
道
路
上
の
陥
没
部
を
通
過
し
た
際
に
、
同
車
に
損
害
を
与
え
た
も
の

議
案
第
四
十
三
号

損
害
賠
償
額
の
決
定
に
つ
い
て

（ ５３ ）



議
案
第
４４
号

損
害
賠
償
額
の
決
定
に
つ
い
て

令
和
７
年
１０
月
１６
日
発
生
の
事
故
に
係
る
国
家
賠
償
法
（
昭
和
２２
年
法
律
第
１２
５号
）
第
２
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
損
害
賠
償
額
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

令
和
８
年
１
月
２６
日
提
出

石
川
県
知
事

馳
浩

１
相
手
方

２
賠
償
額

１３
２，
７７
２円

３
賠
償
責
任
発
生
の
事
実

令
和
７
年
１０
月
１６
日
午
後
８
時
３０
分
頃
、
主
要
地
方
道
七
尾
輪
島
線
中
、
志
賀
町
徳
田
地
内
に
お
い
て
、

の
運
転
す
る
軽
自
動

車
が
道
路
上
の
陥
没
部
を
通
過
し
た
際
に
、
同
車
に
損
害
を
与
え
た
も
の

議
案
第
四
十
四
号

損
害
賠
償
額
の
決
定
に
つ
い
て

（ ５５ ）



議
案
第
４５
号

損
害
賠
償
額
の
決
定
に
つ
い
て

令
和
７
年
１０
月
１６
日
発
生
の
事
故
に
係
る
国
家
賠
償
法
（
昭
和
２２
年
法
律
第
１２
５号
）
第
２
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
損
害
賠
償
額
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

令
和
８
年
１
月
２６
日
提
出

石
川
県
知
事

馳
浩

１
相
手
方

２
賠
償
額

２４
２，
２２
０円

３
賠
償
責
任
発
生
の
事
実

令
和
７
年
１０
月
１６
日
午
後
９
時
３０
分
頃
、
主
要
地
方
道
七
尾
輪
島
線
中
、
志
賀
町
徳
田
地
内
に
お
い
て
、

の
運
転
す
る
普
通
乗
用
自
動
車
が
道
路
上
の
陥
没
部
を
通

過
し
た
際
に
、
同
車
に
損
害
を
与
え
た
も
の

議
案
第
四
十
五
号

損
害
賠
償
額
の
決
定
に
つ
い
て

（ ５７ ）



議
案
第
４６
号

損
害
賠
償
額
の
決
定
に
つ
い
て

令
和
７
年
１０
月
２４
日
発
生
の
事
故
に
係
る
国
家
賠
償
法
（
昭
和
２２
年
法
律
第
１２
５号
）
第
２
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
損
害
賠
償
額
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

令
和
８
年
１
月
２６
日
提
出

石
川
県
知
事

馳
浩

１
相
手
方

２
賠
償
額

５２
５，
８３
３円

３
賠
償
責
任
発
生
の
事
実

令
和
７
年
１０
月
２４
日
午
前
１０
時
頃
、
一
般
国
道
２４
９号
中
、
七
尾
市
中
島
町
地
内
に
お
い
て
、
道
路
法
面
か
ら
の
倒
木
が

の
運
転
す
る

所
有
の
軽
貨
物
自

動
車
に
落
下
し
、
同
車
に
損
害
を
与
え
た
も
の

議
案
第
四
十
六
号

損
害
賠
償
額
の
決
定
に
つ
い
て

（ ５９ ）



議
案
第
４７
号

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

請
負
契
約
を
次
の
と
お
り
締
結
す
る
。

令
和
８
年
１
月
２６
日
提
出

石
川
県
知
事

馳
浩

１
工
事
の
名
称

６
災
２５
０１
号
外
三
崎
海
岸
海
岸
災
害
復
旧
工
事
（
概
略
発
注
対
象
工
事
）

２
契
約
金
額

２，
３９
９，
５０
８，
６７
２円

３
契
約
の
相
手
方

前
田
・
池
田
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

代
表
者
東
京
都
千
代
田
区
富
士
見
二
丁
目
１０
番
２
号

前
田
建
設
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

前
田
操
治

上
記
代
理
人
金
沢
市
鞍
月
五
丁
目
１８
１番
地

前
田
建
設
工
業
株
式
会
社
金
沢
営
業
所

所
長
加
茂
野

励

構
成
員
羽
咋
郡
志
賀
町
清
水
今
江
ル
の
１９
番
地
の
２

池
田
建
設
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

池
田
政
基

議
案
第
四
十
七
号

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
六
災
二
五
〇
一
号
外

三
崎
海
岸

海
岸
災
害
復
旧
工
事
（
概
略
発
注
対
象
工
事
））

（ ６１ ）



議
案
第
４８
号

変
更
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

変
更
請
負
契
約
を
次
の
と
お
り
締
結
す
る
。

令
和
８
年
１
月
２６
日
提
出

石
川
県
知
事

馳
浩

１
工
事
の
名
称

和
倉
海
岸
高
潮
対
策
工
事
（
護
岸
工
そ
の
２
）（
概
略
発
注
対
象
工
事
）

２
契
約
金
額

変
更
前

４７
３，
５５
０，
００
０円

変
更
後

６２
９，
９７
０，
００
０円

３
契
約
の
相
手
方

川
田
・
壁
屋
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

代
表
者
七
尾
市
白
銀
町
１３
番
地
の
２

株
式
会
社
川
田
組

代
表
取
締
役
川
田
尚
昭

構
成
員
鹿
島
郡
中
能
登
町
二
宮
ナ
部
４
番
地

壁
屋
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役
壁
屋
俊
輔

議
案
第
四
十
八
号

変
更
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
和
倉
海
岸

高
潮
対
策
工
事
（
護
岸
工
そ
の
二
）（
概
略
発
注
対
象
工
事
））

（ ６３ ）



議
案
第
４９
号

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

請
負
契
約
を
次
の
と
お
り
締
結
す
る
。

令
和
８
年
１
月
２６
日
提
出

石
川
県
知
事

馳
浩

１
工
事
の
名
称

６
災
４０
１号
・
４０
７号
・
４１
０号

輪
島
港
港
湾
災
害
復
旧
工
事
（
概
略
発
注
対
象
工
事
）

２
契
約
金
額

６７
８，
４８
０，
００
０円

３
契
約
の
相
手
方

北
都
・
喜
多
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

代
表
者
金
沢
市
泉
本
町
五
丁
目
８８
番
地

株
式
会
社
北
都
組

代
表
取
締
役
社
長

宮
下
英
己

構
成
員
輪
島
市
大
野
町
鶴
ケ
池
４８
番
地
の
８

株
式
会
社
喜
多
組

代
表
取
締
役

竹
林
耿
郎

議
案
第
四
十
九
号

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
六
災
四
〇
一
号
・
四
〇
七
号
・
四
一
〇
号

輪
島
港

港
湾
災
害
復
旧
工
事
（
概
略
発
注
対
象
工
事
））

（ ６５ ）



議
案
第
５０
号

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

請
負
契
約
を
次
の
と
お
り
締
結
す
る
。

令
和
８
年
１
月
２６
日
提
出

石
川
県
知
事

馳
浩

１
工
事
の
名
称

６
災
４０
３号
・
４１
２号
・
４１
５号
・
４１
６号
・
４２
６号

輪
島
港
港
湾
災
害
復
旧
工
事
（
概
略
発
注
対
象
工
事
）

２
契
約
金
額

６４
８，
５６
０，
００
０円

３
契
約
の
相
手
方

加
賀
・
宮
地
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

代
表
者
金
沢
市
金
石
西
一
丁
目
２
番
１０
号

加
賀
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

鶴
山
雄
一

構
成
員
輪
島
市
河
井
町
６
部
３５
番
地

株
式
会
社
宮
地
組

代
表
取
締
役

宮
地
雄
大

議
案
第
五
十
号

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
六
災
四
〇
三
号
・
四
一
二
号
・
四
一
五
号
・
四
一
六
号
・
四
二
六
号

輪
島
港

港
湾
災
害
復
旧
工
事
（
概
略
発
注
対
象
工

事
））

（ ６７ ）



議
案
第
５１
号

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

請
負
契
約
を
次
の
と
お
り
締
結
す
る
。

令
和
８
年
１
月
２６
日
提
出

石
川
県
知
事

馳
浩

１
工
事
の
名
称

６
災
８１
３号
・
８１
９号
・
８２
０号

小
木
港
港
湾
災
害
復
旧
工
事
（
概
略
発
注
対
象
工
事
）

２
契
約
金
額

９０
２，
００
０，
００
０円

３
契
約
の
相
手
方

和
田
内
・
西
中
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

代
表
者
七
尾
市
万
行
町
壱
部
２４
番
地

和
田
内
潜
建
株
式
会
社

代
表
取
締
役

中
谷
一
樹

構
成
員
鳳
珠
郡
能
登
町
字
松
波
２９
字
７８
番
地
の
２

株
式
会
社
西
中
建
設

代
表
取
締
役

西
中
順
治

議
案
第
五
十
一
号

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
六
災
八
一
三
号
・
八
一
九
号
・
八
二
〇
号

小
木
港

港
湾
災
害
復
旧
工
事
（
概
略
発
注
対
象
工
事
））

（ ６９ ）



議
案
第
５２
号

変
更
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

変
更
請
負
契
約
を
次
の
と
お
り
締
結
す
る
。

令
和
８
年
１
月
２６
日
提
出

石
川
県
知
事

馳
浩

１
工
事
の
名
称

６
災
１８
４号
・
１８
６号

七
尾
港
港
湾
災
害
復
旧
工
事
（
概
略
発
注
対
象
工
事
）

２
契
約
金
額

変
更
前

４９
６，
９１
４，
００
０円

変
更
後

５７
１，
６６
２，
３０
０円

３
契
約
の
相
手
方

戸
田
・
ナ
ナ
オ
土
建
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

代
表
者
七
尾
市
府
中
町
１６
２番
地

株
式
会
社
戸
田
組

代
表
取
締
役
戸
田

充

構
成
員
七
尾
市
佐
味
町
ハ
部
４０
番
地
１

ナ
ナ
オ
土
建
株
式
会
社

代
表
取
締
役

出
見
世
哲

議
案
第
五
十
二
号

変
更
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
六
災
一
八
四
号
・
一
八
六
号

七
尾
港

港
湾
災
害
復
旧
工
事
（
概
略
発
注
対
象
工
事
））

（ ７１ ）



議
案
第
５３
号

「
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
」
の
議
決
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

令
和
６
年
第
４
回
石
川
県
議
会
定
例
会
に
お
い
て
議
決
さ
れ
た
議
決
第
５０
号
「
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
」（
６
災
４０
８号
・
４０
９号

輪
島
港
港
湾
災
害
復
旧
工
事
（
概

略
発
注
対
象
工
事
））
の
う
ち
、
そ
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

令
和
８
年
１
月
２６
日
提
出

石
川
県
知
事

馳
浩

契
約
金
額
「
５６
２，
１０
０，
００
０円
」
を
「
７１
２，
９７
６，
００
０円
」
に
改
め
る
。

議
案
第
五
十
三
号
「
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
」の
議
決
の
一
部
変
更
に
つ
い
て（
六
災
四
〇
八
号
・
四
〇
九
号

輪
島
港

港
湾
災
害
復
旧
工
事（
概
略
発
注
対
象
工
事
））

（ ７３ ）



議
案
第
54
号

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

請
負
契
約
を
次
の
と
お
り
締
結
す
る
。

令
和
８
年
１
月
２６
日
提
出

石
川
県
知
事

馳
浩

１
工
事
の
名
称

金
沢
城
公
園
整
備
（
二
の
丸
御
殿
・
玄
関
式
台
等
）
工
事
（
躯
体
そ
の
１
）

２
契
約
金
額

４，
１４
５，
９０
０，
００
０円

３
契
約
の
相
手
方

真
柄
・
城
東
・
松
浦
・
み
づ
ほ
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

代
表
者
金
沢
市
彦
三
町
一
丁
目
１３
番
４３
号

真
柄
建
設
株
式
会
社

取
締
役
社
長

真
柄
卓
司

上
記
代
理
人
金
沢
市
彦
三
町
一
丁
目
１３
番
４３
号

真
柄
建
設
株
式
会
社
北
陸
事
業
部

執
行
役
員
事
業
部
長
中
川

稔

構
成
員
金
沢
市
小
立
野
五
丁
目
２
番
２２
号

城
東
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役

水
内
健
祐

構
成
員
能
美
市
湯
谷
町
ニ
４８
番
地
１

議
案
第
五
十
四
号

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
金
沢
城
公
園
整
備
（
二
の
丸
御
殿
・
玄
関
式
台
等
）
工
事
（
躯
体
そ
の
一
））

（ ７５ ）



松
浦
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役
松
浦

弥

構
成
員
金
沢
市
八
日
市
五
丁
目
５６
２番
地

み
づ
ほ
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
梅
谷
基
樹

議
案
第
五
十
四
号

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
金
沢
城
公
園
整
備
（
二
の
丸
御
殿
・
玄
関
式
台
等
）
工
事
（
躯
体
そ
の
一
））

（ ７６ ）



議
案
第
55
号

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

請
負
契
約
を
次
の
と
お
り
締
結
す
る
。

令
和
８
年
１
月
２６
日
提
出

石
川
県
知
事

馳
浩

１
工
事
の
名
称

金
沢
城
公
園
整
備
（
二
の
丸
御
殿
・
玄
関
式
台
等
）
工
事
（
躯
体
そ
の
２
）

２
契
約
金
額

１，
８７
４，
４０
０，
００
０円

３
契
約
の
相
手
方

兼
六
・
ほ
そ
川
・
加
賀
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

代
表
者
金
沢
市
松
島
二
丁
目
２０
番
地

兼
六
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

橋
本
和
宏

構
成
員
金
沢
市
示
野
町
西
３
番
地

ほ
そ
川
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役

細
川
顕
司

構
成
員
金
沢
市
金
石
西
一
丁
目
２
番
１０
号

加
賀
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

鶴
山
雄
一

議
案
第
五
十
五
号

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
金
沢
城
公
園
整
備
（
二
の
丸
御
殿
・
玄
関
式
台
等
）
工
事
（
躯
体
そ
の
二
））

（ ７７ ）



石 川 県 警 察 職 員 定 数 条 例 （ 昭 和 二 十 九 年 石 川 県 条 例 第 三 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 第 一 項 中 「 そ の 他 警 察 職 員 」 を 「 警 察 行 政 職 員 （ 警 察 官 以 外 の 警 察 職 員 を い う 。 ） 」 に 改 め

る 。
附 則 に 次 の 一 項 を 加 え る 。

５ 令 和 八 年 四 月 一 日 か ら 令 和 九 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 に お け る 第 二 条 第 一 項 の 規 定 の 適 用 に つ

い て は 、 同 項 中 「 五 百 八 十 八 人 」 と あ る の は 「 五 百 九 十 一 人 」 と 、 「 二 千 三 百 五 十 六 人 」 と あ る

の は 「 二 千 三 百 五 十 九 人 」 と す る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 令 和 八 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

定 年 引 上 げ に 伴 い 新 規 採 用 者 を 確 保 す る た め 、 警 察 職 員 の 定 数 を 一 年 の 期 限 付 き で 改 定 す る 等 の

必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

議 案 第 五 十 六 号

石 川 県 警 察 職 員 定 数 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 に つ い て

石 川 県 警 察 職 員 定 数 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 制 定 す る 。

令 和 八 年 一 月 二 十 六 日 提 出

石 川 県 知 事 馳 浩

石 川 県 警 察 職 員 定 数 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

議
案
第
五
十
六
号

石
川
県
警
察
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

（ ７９ ）



（ 設 置 ）

第 一 条 公 立 の 高 等 学 校 （ 特 別 支 援 学 校 の 高 等 部 を 含 む 。 ） に お け る 教 育 改 革 の 推 進 に 係 る 事 業 に

要 す る 経 費 の 財 源 に 充 て る た め 、 石 川 県 高 等 学 校 等 教 育 改 革 推 進 基 金 （ 以 下 「 基 金 」 と い う 。 ）

を 設 置 す る 。

（ 積 立 て ）

第 二 条 基 金 と し て 積 み 立 て る 額 は 、 一 般 会 計 歳 入 歳 出 予 算 （ 第 四 条 及 び 第 五 条 に お い て 「 予 算 」

と い う 。 ） に お い て 定 め る 額 と す る 。

（ 管 理 ）

第 三 条 基 金 に 属 す る 現 金 は 、 金 融 機 関 へ の 預 金 そ の 他 の 最 も 確 実 か つ 有 利 な 方 法 に よ り 運 用 し な

け れ ば な ら な い 。

２ 基 金 に 属 す る 現 金 は 、 必 要 に 応 じ 、 最 も 確 実 か つ 有 利 な 有 価 証 券 に 代 え る こ と が で き る 。

（ 運 用 益 金 の 処 理 ）

第 四 条 基 金 の 運 用 か ら 生 ず る 収 益 は 、 予 算 に 計 上 し て 、 第 一 条 の 経 費 の 財 源 に 充 て る も の と す る 。

た だ し 、 こ の 基 金 に 編 入 す る こ と を 妨 げ な い 。

（ 繰 替 運 用 等 ）

第 五 条 知 事 は 、 財 政 上 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 確 実 な 繰 戻 し の 方 法 、 期 間 及 び 利 率 を 定 め て

基 金 に 属 す る 現 金 を 歳 計 現 金 に 繰 り 替 え て 、 又 は 予 算 の 定 め る と こ ろ に よ り 歳 入 に 繰 り 入 れ て 運

用 す る こ と が で き る 。

（ 処 分 ）

第 六 条 基 金 は 、 第 一 条 の 経 費 の 財 源 に 充 て る 場 合 又 は そ の 属 す る 現 金 を 国 庫 に 返 納 す る 場 合 に 限

り 、 そ の 全 部 又 は 一 部 を 処 分 す る こ と が で き る 。

（ 委 任 ）

第 七 条 こ の 条 例 に 定 め る も の の ほ か 、 基 金 の 管 理 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 知 事 が 別 に 定 め る 。

附 則

議 案 第 五 十 七 号

石 川 県 高 等 学 校 等 教 育 改 革 推 進 基 金 条 例 に つ い て

石 川 県 高 等 学 校 等 教 育 改 革 推 進 基 金 条 例 を 次 の よ う に 制 定 す る 。

令 和 八 年 一 月 二 十 六 日 提 出

石 川 県 知 事 馳 浩

石 川 県 高 等 学 校 等 教 育 改 革 推 進 基 金 条 例

議
案
第
五
十
七
号

石
川
県
高
等
学
校
等
教
育
改
革
推
進
基
金
条
例
に
つ
い
て

（ ８１ ）



こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

公 立 の 高 等 学 校 等 の 教 育 改 革 推 進 に 係 る 施 策 を 計 画 的 に 実 施 す る た め 、 石 川 県 高 等 学 校 等 教 育 改

革 推 進 基 金 を 設 置 す る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

議
案
第
五
十
七
号

石
川
県
高
等
学
校
等
教
育
改
革
推
進
基
金
条
例
に
つ
い
て

（ ８２ ）



（ 石 川 県 教 職 員 定 数 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 石 川 県 教 職 員 定 数 条 例 （ 昭 和 四 十 四 年 石 川 県 条 例 第 十 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 第 一 項 第 一 号 中 「 二 千 六 百 八 十 四 人 」 を 「 二 千 六 百 五 十 六 人 」 に 改 め 、 同 条 第 二 項 第 一

号 中 「 六 千 二 百 四 十 三 人 」 を 「 六 千 二 百 四 十 一 人 」 に 改 め る 。

（ 石 川 県 職 員 定 数 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 石 川 県 職 員 定 数 条 例 （ 昭 和 二 十 四 年 石 川 県 条 例 第 十 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 第 一 項 第 五 号 中 「 二 百 六 十 二 人 」 を 「 二 百 七 十 三 人 」 に 改 め る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 令 和 八 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

児 童 生 徒 数 の 変 動 等 に 伴 い 、 教 職 員 定 数 を 改 定 す る 等 の 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出

す る 理 由 で あ る 。

議 案 第 五 十 八 号

石 川 県 教 職 員 定 数 条 例 及 び 石 川 県 職 員 定 数 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 に

つ い て

石 川 県 教 職 員 定 数 条 例 及 び 石 川 県 職 員 定 数 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 制 定 す る 。

令 和 八 年 一 月 二 十 六 日 提 出

石 川 県 知 事 馳 浩

石 川 県 教 職 員 定 数 条 例 及 び 石 川 県 職 員 定 数 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

議
案
第
五
十
八
号

石
川
県
教
職
員
定
数
条
例
及
び
石
川
県
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

（ ８３ ）



報
告
第
１
号

「
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
」
の
議
決
の
一
部
変
更
の
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

地
方
自
治
法
（
昭
和
２２
年
法
律
第
６７
号
）
第
１８
０条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
専
決
処
分
し
た
の
で
報
告
す
る
。

令
和
８
年
１
月
２６
日
提
出

石
川
県
知
事

馳
浩

専
決
第
３４
号

「
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
」
の
議
決
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

令
和
６
年
第
４
回
石
川
県
議
会
定
例
会
に
お
い
て
議
決
さ
れ
た
議
決
第
３１
号
「
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
」（
金
沢
外
環
状
道
路

海
側
幹
線
Ⅳ
期

地
方
道
改
築
工
事
（
浅

野
川
う
み
か
ん
大
橋
海
側
Ａ
１
－
Ｐ
５
上
部
工
））
の
う
ち
、
そ
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

令
和
７
年
１２
月
２２
日

地
方
自
治
法
（
昭
和
２２
年
法
律
第
６７
号
）
第
１８
０条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
専
決

石
川
県
知
事

馳
浩

契
約
金
額
「
１，
１０
７，
７０
０，
００
０円
」
を
「
１，
０８
３，
０６
０，
００
０円
」
に
改
め
る
。

報
告
第
一
号

「
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
」
の
議
決
の
一
部
変
更
の
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
（
金
沢
外
環
状
道
路

海
側
幹
線
Ⅳ
期

地
方
道
改
築
工
事
（
浅
野
川
う

み
か
ん
大
橋

海
側
Ａ
１－

Ｐ
５
上
部
工
））

（ ８５ ）



報
告
第
２
号

「
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
」
の
議
決
の
一
部
変
更
の
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

地
方
自
治
法
（
昭
和
２２
年
法
律
第
６７
号
）
第
１８
０条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
専
決
処
分
し
た
の
で
報
告
す
る
。

令
和
８
年
１
月
２６
日
提
出

石
川
県
知
事

馳
浩

専
決
第
３５
号

「
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
」
の
議
決
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

令
和
５
年
第
５
回
石
川
県
議
会
定
例
会
に
お
い
て
議
決
さ
れ
た
議
決
第
２９
号
「
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
」（
金
沢
外
環
状
道
路

海
側
幹
線
Ⅳ
期

地
方
道
改
築
工
事
（
大

浦
高
架
橋
海
側
上
部
工
））
の
う
ち
、
そ
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

令
和
７
年
１２
月
２２
日

地
方
自
治
法
（
昭
和
２２
年
法
律
第
６７
号
）
第
１８
０条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
専
決

石
川
県
知
事

馳
浩

契
約
金
額
「
９４
２，
７０
０，
００
０円
」
を
「
９６
２，
３９
０，
００
０円
」
に
改
め
る
。

報
告
第
二
号

「
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
」
の
議
決
の
一
部
変
更
の
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
（
金
沢
外
環
状
道
路

海
側
幹
線
Ⅳ
期

地
方
道
改
築
工
事
（
大
浦
高
架

橋

海
側
上
部
工
））

（ ８７ ）



報
告
第
３
号

「
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
」
の
議
決
の
一
部
変
更
の
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

地
方
自
治
法
（
昭
和
２２
年
法
律
第
６７
号
）
第
１８
０条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
専
決
処
分
し
た
の
で
報
告
す
る
。

令
和
８
年
１
月
２６
日
提
出

石
川
県
知
事

馳
浩

専
決
第
３６
号

「
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
」
の
議
決
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

令
和
７
年
第
３
回
石
川
県
議
会
定
例
会
に
お
い
て
議
決
さ
れ
た
議
決
第
２４
号
「
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
」（
６
災
２４
５７
号
主
要
地
方
道
珠
洲
穴
水
線
道
路
災
害
復
旧

工
事
（
概
略
発
注
対
象
工
事
））
の
う
ち
、
そ
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

令
和
７
年
１２
月
２２
日

地
方
自
治
法
（
昭
和
２２
年
法
律
第
６７
号
）
第
１８
０条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
専
決

石
川
県
知
事

馳
浩

契
約
金
額
「
９９
０，
００
０，
００
０円
」
を
「
９８
５，
０５
０，
００
０円
」
に
改
め
る
。

報
告
第
三
号

「
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
」
の
議
決
の
一
部
変
更
の
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
（
六
災
二
四
五
七
号

主
要
地
方
道
珠
洲
穴
水
線

道
路
災
害
復
旧
工
事

（
概
略
発
注
対
象
工
事
））

（ ８９ ）



報
告
第
４
号

「
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
」
の
議
決
の
一
部
変
更
の
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

地
方
自
治
法
（
昭
和
２２
年
法
律
第
６７
号
）
第
１８
０条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
専
決
処
分
し
た
の
で
報
告
す
る
。

令
和
８
年
１
月
２６
日
提
出

石
川
県
知
事

馳
浩

専
決
第
３７
号

「
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
」
の
議
決
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

令
和
７
年
第
３
回
石
川
県
議
会
定
例
会
に
お
い
て
議
決
さ
れ
た
議
決
第
３３
号
「
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
」（
６
災
１１
０３
号

二
級
河
川
山
田
川

河
川
災
害
復
旧
工
事
（
概

略
発
注
対
象
工
事
））
の
う
ち
、
そ
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

令
和
７
年
１２
月
２２
日

地
方
自
治
法
（
昭
和
２２
年
法
律
第
６７
号
）
第
１８
０条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
専
決

石
川
県
知
事

馳
浩

契
約
金
額
「
６１
１，
０５
０，
００
０円
」
を
「
６１
４，
１４
５，
４０
０円
」
に
改
め
る
。

報
告
第
四
号

「
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
」
の
議
決
の
一
部
変
更
の
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
（
六
災
一
一
〇
三
号

二
級
河
川
山
田
川

河
川
災
害
復
旧
工
事
（
概
略

発
注
対
象
工
事
））

（ ９１ ）



報
告
第
５
号

「
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
」
の
議
決
の
一
部
変
更
の
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

地
方
自
治
法
（
昭
和
２２
年
法
律
第
６７
号
）
第
１８
０条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
専
決
処
分
し
た
の
で
報
告
す
る
。

令
和
８
年
１
月
２６
日
提
出

石
川
県
知
事

馳
浩

専
決
第
３８
号

「
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
」
の
議
決
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

令
和
７
年
第
３
回
石
川
県
議
会
定
例
会
に
お
い
て
議
決
さ
れ
た
議
決
第
３４
号
「
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
」（
６
災
２５
４５
号

二
級
河
川
竹
中
川

河
川
災
害
復
旧
工
事
（
概

略
発
注
対
象
工
事
））
の
う
ち
、
そ
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

令
和
７
年
１２
月
２２
日

地
方
自
治
法
（
昭
和
２２
年
法
律
第
６７
号
）
第
１８
０条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
専
決

石
川
県
知
事

馳
浩

契
約
金
額
「
９５
８，
１０
０，
００
０円
」
を
「
１，
０２
３，
６３
８，
００
０円
」
に
改
め
る
。

報
告
第
五
号

「
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
」
の
議
決
の
一
部
変
更
の
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
（
六
災
二
五
四
五
号

二
級
河
川
竹
中
川

河
川
災
害
復
旧
工
事
（
概
略

発
注
対
象
工
事
））

（ ９３ ）



報
告
第
６
号

損
害
賠
償
額
決
定
の
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

地
方
自
治
法
（
昭
和
２２
年
法
律
第
６７
号
）
第
１８
０条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
専
決
処
分
し
た
の
で
報
告
す
る
。

令
和
８
年
１
月
２６
日
提
出

石
川
県
知
事

馳
浩

専
決
第
３９
号

損
害
賠
償
額
の
決
定
に
つ
い
て

令
和
５
年
１１
月
９
日
発
生
の
県
有
車
両
に
よ
る
交
通
事
故
に
係
る
損
害
賠
償
額
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

令
和
８
年
１
月
２１
日

地
方
自
治
法
（
昭
和
２２
年
法
律
第
６７
号
）
第
１８
０条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
専
決

石
川
県
知
事

馳
浩

１
相
手
方

２
賠
償
額

４，
５１
８，
０２
８円

３
賠
償
責
任
発
生
の
事
実

令
和
５
年
１１
月
９
日
午
後
１
時
５５
分
頃
、
金
沢
市
野
田
三
丁
目
９２
番
地
先
交
差
点
に
お
い
て
、
金
沢
中
警
察
署
巡
査
長
大
溝
尚
英
の
運
転
す
る
小
型
乗
用
自
動
車
が

の
運
転
す
る

所
有
の
普
通
特
殊
自
動
車
を
横
転
さ
せ
、
同
車
に
損
害
を
与
え
る
と
と
も
に
、
同
人
に
対
し
３１
日
間
の
通
院
加
療
を
要
す
る

被
害
を
与
え
た
も
の

報
告
第
六
号

損
害
賠
償
額
決
定
の
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

（ ９５ ）



報
告
第
７
号

損
害
賠
償
額
決
定
の
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

地
方
自
治
法
（
昭
和
２２
年
法
律
第
６７
号
）
第
１８
０条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
専
決
処
分
し
た
の
で
報
告
す
る
。

令
和
８
年
１
月
２６
日
提
出

石
川
県
知
事

馳
浩

専
決
第
４０
号

損
害
賠
償
額
の
決
定
に
つ
い
て

令
和
７
年
７
月
２８
日
発
生
の
県
有
車
両
に
よ
る
交
通
事
故
に
係
る
損
害
賠
償
額
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

令
和
８
年
１
月
２１
日

地
方
自
治
法
（
昭
和
２２
年
法
律
第
６７
号
）
第
１８
０条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
専
決

石
川
県
知
事

馳
浩

１
相
手
方

２
賠
償
額

１，
１９
８，
０６
３円

３
賠
償
責
任
発
生
の
事
実

令
和
７
年
７
月
２８
日
午
前
１１
時
４５
分
頃
、
白
山
市
鶴
来
大
国
町
ホ
１１
６番
地
１２
先
路
上
に
お
い
て
、
組
織
犯
罪
対
策
課
警
部
補
村
上
慎
一
の
運
転
す
る
小
型
乗
用
自
動
車
が

の
運
転
す
る

所
有
の
小
型
乗
用
自
動
車
に
衝
突
し
、
同
車
に
損
害
を
与
え
る
と
と
も
に
、
同
人
に
対
し
１
日
、
同
乗
の

に
対
し
５８
日
間
の
通

院
加
療
を
要
す
る
被
害
を
与
え
た
も
の

報
告
第
七
号

損
害
賠
償
額
決
定
の
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

（ ９７ ）




